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序雷

開拓地の農家経営において，農業と林業がいかなるつながりを持っているか，いいか

えれば，農業と林業とがいかに提携しあって，農家の経営が行われているかについて，調

査研究を進めつつある筆者らは，その 1例としてすでに弥栄開拓地の調査結果について報

告した九

弥栄開拓地の調査によれば，開拓農家の経済において，開拓地上の樹木を利用する製

炭や製薪によって生ずるl投入は農家の全i投入に対して極めて重要な地位をしめている。、ま

た，放牧や採草が農業経営において果す役割も軽視できないものがある。弥栄開拓地では

主畜農業を窮極の目的としているが，その目的を達成するための過渡的段階において，林

産利用とそれによる現金l投入の果す役割が極めて大きいばかりでなく，今後も林産利用が

経営の内部に有機的に組入れられることが望まれるという結論に到達した。

弥栄開拓地は樹木や林野に比較的めぐまれた開拓地であったが，これらにあまりめぐ

まれず，かつ，営農諸条件の異なる開拓地ーにおいては上記の関係がどのようになっている

かということをも知る必要がある。

筆者らはこのような観点のもとに，弥栄開拓地の調査と同様な方法で，上川郡美瑛町

鋳加納瓦金・小関隆疎 開拓地農家経替における農林提携に闘する貧意義調査 (1).謝祭開拓地につ

いて. 北大農拳部演習林研究報告，第 17~. 第 1 波，昭和 29 年.
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五稜開拓地について，その実態を調査観察した。その結果をここに報告する次第である。

調査は昭和29年 10月下旬に行った。

本調査にあたり，資料の提供と調査の実行に協力せられた五陵開拓農業協同組合，美

瑛町役場，北海道農地開拓部関係部課の諸氏に衷心より感謝の意を表する。

なお，本調査費用の一部に北海道科学研究補助金をあてた。

I. 玉稜開拓地概況

1. 位置

広く五稜開拓地というのは上川郡美玖町字五稜にある五稜団地の開拓地を指すが，本

調査の五稜開拓地とは五稜団地中の五稜開拓農業協同組合の組織内に含まるる開拓地を意

味する。

五稜団地位置図

" 
神

《二居

or 2KH. 

1xi 
美

田一・ーーヨ王稜団地

一一一町村界一z一道路
冨官官官官・踊遁開拓蓮路

河 川

-=-:コE 畿道
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五稜団地は広く美技町開拓地区/レペ乙/ぺ内の北部に位置し，国鉄富良野線美瑛駅のほ

ぼ西方約 7kmの地点より南北に不規則な長方形をなし， 長さ約 7km，幅約2.5kmで面

積約 1，300町を占めるが，本団地の入口，すなわち美瑛川がオイデアヌンぺ川の合流地域よ

り東南方に奇曲した袋服地帯は阪和部落と称、し約400町で，その奥に当る約900町歩が五

稜開拓地となっている。

五稜団地は別掲図面の如く大体西部はほぼ一様な急、峻地をへだててオイチァヌシペ川

と平行し，南方の境界は向山北方の中腹地帯を東西に走り，東は美妓川のー支流νマク ν

川lの左岸(一部右岸)をほぼこれと平行して南方に延びている。 オイチァヌンペ川の左岸

地帯は神居村で，本地の東方には美瑛町の新開拓地大区劃と既存美団地区とが接している。

2. 泊草

本開拓地は元御料林に属していたが， 昭和 22年5月の林政統ーにより国有林に編入

され，旭川営林局管内神楽営林署留辺葉経営区となり大体 10，2JJ至 116林班として経営さ

れてきたが，終戦後未墾地買取を受け開拓地に供せられた。

美瑛町管内で元御料林の開拓地に使用された総面積は 2，400町に及んでいる。

本地への入植は 22年 4月樺太引揚者 (13戸)を主体とする 14戸をもって始まり 23，

24， 25と逐年入植者を増し 28年は一応入植を中止して既入植者の開拓経営に専ら意を

注いだが 29年には大体当地開拓者及び附近農家の分家入植者 19戸を算し，現在総戸数98

となっている。初入植以来7年を経過しこの間入植者の異動せるもの僅かに 3戸に過ぎな

し、

3. 自然的環境

イ. 地勢，土質，林相

本開拓地は全般を通じ正陵波紋地帯である。地区内にはオイチァヌンぺ川及ぴ乙/マク

ν川の分流が大団地の形成を妨げているが，海抜高は大体 150~220m で西方， 南方の固

有林地帯に接する地域は幾分高く 350m内外である。河岸沿いの地域には時に急傾斜地も

ある。東北乃至東南向きの傾斜が多い。畑地は概ね丘陵地全般に亘り又河沿いの幅狭い平

坦地にも若干見られる。

本地域一帯の地質は中世層に属し輝緑凝灰岩，蛇紋岩，珪質砂岩，珪質粘板岩等が基

岩をなし，時にこれらの露出を見るが，土壌は砂質又は喋質壌土が主で上層に!腐植質多く

表土の深さ約 25cmあり，下層土も透通性良好で沢沿い地帯の梢過i盟地を除けば適湿にて

結合度も軟く，地味概して中庸であるが場所によりてはやや大形の礁が見られる。

本開拓地入植前は前述の如く国有林として経営されていたが，その林相は針広混交を



581 

ないその混交歩合はトドマツ 1割余，広葉樹9割弱で広葉樹はナラ，カパ vナノキな

どが主で，その蓄積は林班により異なるが大体町当 250-300石程度で極めて少なく， し

かもこれら林木は小径無価値木を除いて入植前に業者に売り渡されていた。もっとも現在

随所に見られる針広葉樹の伐根より推して元来は蓄積の豊富な原生林;をなしていたことが

うかがわれる。現在小径生立木が疎林をなして河岸，公共用地急斜地等に残存している。

ロ.気象

本開拓地は旭川市の南方約 20km，その盆地帯より徐々に丘陵地に移れる位置にある

が両地は気象的にやや異なる状態を示す。

美瑛町にはさきに美瑛産業気象研究所があり気象観測をじていたが，そのほか区内観

測所が置かれていた。今美玉突の気温と降水量の月別変化を見ると第 1表の如くである，

第 1il提 案温及び降水量表 1946 VII~ 1949 VI 

(札幌管区気象牽編北海道の気候)

¥¥¥月!

「 ¥I1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12パ
要素 ¥¥J 

-6.1 -7.6 -5.1 3.6 11.5 15.0 20.5 21.3 14.0 8.1 0.5 -5.71 5.1 

5.4 4.6 10.0 22.3 29.4 31.8 33.5 33.7 28.5 22.3 16.2 6.21 33.7 

-23.9 -30.7← 25.6 -12.8 -5.4 0.5 6.1 2.7 0.5 -62 -17.7 -25.21 -30.7 

降水量!月総量i似刷、 32.7 51.3 81.2 回 o124.5 151.5 1拡 81回.2109.4附 1卿 4

mm I B量最大 21.4 11.9 8.1 19.0 39.5 山 67.3 75.9 27.7 31.2 34.0 15可 75.9 

気温は旭川に比し年平均並びに夏季最高においてやや低いがこれに反し冬季は幾分高

い。すなわち，旭川の内陸的気候に対し当地はその傾向が強くない。農耕期間の気温は低

くない。給、降水量は旭川に比し幾分少ないが月別の変化は大体似ており，降水量に恵まれ

作物の生育には好適である。

年の降水日数(ミO.lmm)は220.6で大きいが農耕期聞は月 13-18日の範囲である。

風速年平均1.8m/sで5月は 2.6であるが他の生育期聞は概して平均より小さいa 最多

風向は南で南東これにつぎ 7月のみ南西である(昭 27.7.美瑛町勢要覧L 南斜面土壌は風

蝕を受け生産力を低下する現肢にゐる。昭和 29年の 15号賢台風は地区を南より北に通り抜

け大なる被害を生じた。

早霜は普通9月下匂遅くて 10月初め，晩霜は 5月中旬である。

積雪期聞は 11月下匂より 4月上旬で積雪量は 4尺内外で多くない。

4. 融禽鰹漬的環境

イ. 交通，通信，市場など

まず交通については現在美談駅と本開拓地内聞協事務所聞に国営パスが 1日3往復し
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ておる。距離は約 12kmで美瑛駅より五稜開拓地入口(阪和部落)ま、では約 8km，地区内

は約 4km，所要時間約 45分で片道運賃 40円である。 本パス線は 28年:10月初めて開設

され，当時は阪和部落までであったが，ついで 29年 5月事務所前まで延長された。地区外

の道路は町村道で古〈敷設されー遁り補修もなされているが，地区内の開拓道路は手入が

まだ完全でない。現在乗客の外に開拓地内産の生乳をこれに托し美瑛町内の北海道パタ{

の集乳所まで搬出している。運賃は 1雄往復 40刊である。

なお，随時地区外よりトラジクの出入があり物資の運搬も容易である。

このパスは冬季積雪の多量な 1月より 3月までは運転は休止されるー

地区内の交通施設としては後述する如く関係開拓道路及び農道があり，その延長はそ

れぞれ 12km，13kmに及び大体予定量の 7割近くに達している。

一般的に見て開拓地としては交通上甚だ恵まれている。

つぎに，通信施設としては本地は美瑛郵便局管内にあり，その局員が阪和部落に駐在

し郵便物集配の基地をなす。 開協事務所には普通午前 11時頃配達され日刊新聞な Eもほ

ぼ定時に入手できる。

地区内道路は勾配やや急、な個所あるも局員は自転車を常用している。

美瑛町では 26年春ラジオ共同聴取施設の完成を見たが本地区開拓者は現在全員これ

に加入し，電話施設のまだ見られぬ折町役場その他の官署よりの連絡などに大いに役立つ

ている。

生産物の販売，生活物資並びに生産用諸消耗品関係の最寄りの市場としては当然美瑛

町が控えている。美技市街は本地区に近く市街も整い届舗も立ち並び交通も極めて便利で

あるが，特殊の物資の購入販売に際しては旭川市を利用する場合もある。現在地区内開拓

農協にては一応日用雑貨の購買販売や，一部生産物の集荷販売をも業務としているが，将

来には生産資材取扱の拡充を期している。

ロ. 保健，衛生，教育，その他

本開拓地内には従来保健衛生施設は全然なく，擢病の際は殆んど美瑛市街まででなけ

ればならなかったが，開拓者多年の要望が漸ゃく実現して 29年 10月地区内に診療所が新

設され 12月より診療を始めることになった。

本診療所は建坪40，平屋木造モノレタノレ塗り仕上の近代的の建物で総工費 150万円，国，

道，町費にてその 1/3づつを負担した。 なお，所内備品費 25万円は町にて支出し，敷地

の地均しなどの土工約 100人は開拓民の白賄によった。

本所には開拓保健婦が 1名常駐し， 美瑛町立病院の医師が越に 1-2回廻診すること

になっている。、

地区内には各所に小流があり"量，質ともに悪くな〈現在飲料水は殆んどこれを利用
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しておるが(井戸水利用のものもある)，近い将来人畜の増加に伴ないその用量，汚染度と

も大となる場合，とくに下流地帯においては用水の問題が大き〈でで来ることと考えられ

る.なお現在でも下流地帯では使用時聞によってこれに対処している者もある。

照明I':!:殆んど石油ラごノプに依存し，時にカ{パイト及びパッアリ{を使用する。電気

施設については 1戸当り経費 4万円を要する由にて，実行の具体的方策は目下検討中であ

る。

地区内の教育施設としては五稜小学校がある。 24年の冬に設立され 25年2月1日開

校した。 3学級を有し生徒数は 108名で職員は校長とも 3名，道の補助8割を得て運営し

ている。

なお，地区外美回に小学，中学各 1校あり，開拓者子弟中中学生はもとより，距離の

関係上本小学校に通学するものもある。更に高等学校ともなれば美瑛の町立校を利用せね

ばならない。

青年の啓蒙指導の函では 28年8月公布された青年学級振興法により冬季 3箇月間 1

日2時間づっの講習がなされ，講師にはその都度各方面の経験識見ともに豊かな人士が嘱

託されている。別に男女を含む青年会が設けられ相互の親睦融和を計り，ときに講習会演

芸会などを聞いて文化的生活の向上を期している。又婦人会や父兄会もある。

地区内一丘陵地の中央高地に五稜神社あり，五稜寺は低地にある。神社の祭礼は例年

9月3日に行われ娯楽的行事が営まれる。 開拓者の日常の娯楽としてはラジオを通ずるも

のがその最大のものである。

開拓者中には日刊新聞のほか，家の光，週刊誌や農業北海道などを購読しているもの

も見られる。

5. 土地及び住民

イ.土地

本開拓地の土地総面積は 897町で，このうち個人割当地は可耕地，備林地放牧採草地

を含み 814町を占め公共用地，道路及び河川敷地などが84町である。 これを表示すると

第2表の如くである。

個人割当地の 1戸当り面積は総体的に見るとをは約8.3町となるが， 昭和 28年度以

問分 l可耕地内守口劃り買い-4
商積(町)1 704.091 35.89 1 7蹴 l吋附I53.96 l 19.07 I 
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前と 29年度入植者との聞には可成りの聞きがある。 すなわち， 28年度以前の農家 1戸当

り平均面積は 7.6町余であるが 29年度入植者のそれは約 11町である。 これは入植地の獄

況，主として地形傾斜の如何によるところで 29年度入植地は本開拓地区の西南部， 固有

林に相接する地帯で比較的傾斜の強い土地が含まれているためである。このととは土地の

利用区分に直接表われ備林地，放牧採草地の割合が大きくなり，配当地全体に対し約15%

近くを占めている。

つぎに 28年度以前と 29年度入植とに分け農家所有面積規模別の戸数を見ると第 3表

及び第4表の如くである。

面積階何)1 5未満 I5-6 I 6-7 7-8 I 8-9 I 9-10 11川一i計

?瓦I3 I 9 l-~-r-;~-1 1可-7[ ;-1~-1 -1γ 

第 4表 29年度入植者の所有面積規模別芦般

面稜繍階州 8-9 I ト刊叩1臼o I 叩 一I12-13 I 13W司 L
殿 I 5 I - I 1 7 4  2 

29年度入植者は別とし 28年以前の入植者 79戸中 32戸は再度にわたり土地を入手

している。したがって地続きでない土地を有するものもある。

最後に五稜地区の個人売渡面積と金額を見ると第5表の通りである。

第 5表 年度別賞波面積並びに金額

年 度
賓波面積 賀波金額

(町) (国)

昭和25 475.84 80，101 

26 332.38 57，957 

27 5.28 999 

計 813.50 148，057 

ロ.住 1民

本開拓地の現在戸数は 98戸で総人口 532(男 294人，女 238人)である。現在戸数の

年度別入植朕況は第 6表の如くである。



l 第 6衰年 度 別入植者

柑年度~ I ~ I u ! a I a 

R 駿 I 14 1 盟 I 17 I 20 I 4 I 

幻 I 28 I 29 I 言1

2 I - I 19 i 
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入植者の異動は 22年度入植者2戸， 24年度 1戸入れ替りを見たるに過ぎず， 定着扶

況は極めて佳良である。

現在戸数98戸につきその入植前の職業を見るに農業は 91戸にして圧倒的に多く，商

業 2，公務及び工業各 1，その他3となっている。 又年度別出身地別戸数を見ると第 7表

の如くである。

事7表 年度別出身地別戸数

ぶ;!?i樺
計ー

昭和22 13 1 14 

~ 19 1 2 22 

u 16 1 17 

25 12 2 6 20 

26 8 1 4 

27 1 1 2 

28 

29 12 1 4 2 19 

言十 76 6 14 2 98 

第 7表に見る通り樺太引揚者が 76戸と大部分で， これに満洲の 6戸を加えると海外

出身 82戸となり，ついで道内 14戸で道外は数うるに足りない。

なお 29年度入植者は一応樺太道内と区別してるが殆んどが既入植者及び附近農家の

分家入植である。したがって前歴も全部農業である。

つぎに家族数別戸数を示すと第 8表の如くで 1戸平均家族数は 5.4人である。

家族教(入)

戸 婁主

第 8農家族般別戸扱

1 I 2 -1 31 4 I 5 1 6 I 7 1 8 I 9 110 I 11 I 12 

4I 81
13 

115 ¥ 10 117 112 I 6 I 6 ¥ 4 I 2 I 1 

第8表を見ると 6人が 1番多〈ついで4人， 3人， 7人の11頂となづている。

人口の男女別年齢階別構成をみると第9表の如くである。
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ι??jft苛ziftlft(ft!苛引合計
-2jjilt-十iJ1112JiJlil引titii

合計 I47 ¥ -;~ I-~; I ~-~~~O 1 12雨~;-ftll 鍬 1 238 1 ふ

更に農業に従事して直接開拓経営に関連を持つ農業従事者数を示すと第-10表の如く

である。

第10表 農業従事者扱(人)

性別
ぐl総数 11叩|器対 11加 1~ -4'-喜 1 1加

男 158 1.6 1.7 M 13 

女 125 1.3 104 1.3 21 1.1 

言十 2回 2.9 238 3.0 45 

6. 政府資金及び補助金

開拓者はその入植の当初自己資金を有するものは極めて稀で，多くは政府資金並びに

補助金によって開拓営農に従事しその生活をも維持してきた。

政府資金はいわゆる開拓者資金融通法にもとずき貸出さるるもので営農純資金(現金入

第 11表情入政府資金

¥¥年度 i紹和22I 23 l' 24 I .25 I 26 I 27 

戸空三三l出I_J出-」合l.J出L上(十嵐上j記」出上空一
時 純資金 (7t側部;300(ぷ988LJf鉛2(dA∞。(品。01 ゐ⑪品。01 3，634，蜘

農器具|ー|組包EF42timld卯012a800l品。0¥品州ふ01 1，371，130 

家畜 導入|一| - ldmols北側 5Z側sdmold。仰 d田oi 2，0時郷

土壌攻真資材| 一 一 1 - 1 611，585: 114，3451怨0，1431 - 1 I，QI6，073 

冷害資金|ー| 一 | ー | ー | ー 12，775t0001 - 1 2，7窃点∞

合 計 l耽剛酬0∞叫0∞01 4随脚馴ρ訓10 ¥1，2明隅凪叫，7協甜，叫剖揃6ω，8851ゆ M畑 51料l
備考 1. 表の夕舛i卜、目脳討和2担4年度共同施設設;資資金として 4ω0万国借入れ2お5年よ p告毎忌主年手2万園a絵主をa償置語混量

し来~.29. 8. 31日現在残高313，392闘

Z タトに開墾補助俄受金766，000函，住宅資金借入金 157，683園あり。

3. 冷害資金は昭和泊年の冷害望書策として貸出されたものである。
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農機具，家畜導入及び土地改良資材などの数種をふくむが，各種資金の個別的説明は本実

態調査 (I)(北大演習林研究報告，第 17巻，第 1号)に述べたから誌には省略し本開拓地の

借入政府資金を一覧的に示すと第 11表の如くである。

昭和22年より 29年 10月 (29年度入植者はまだこれを利用するに至らない)までの融

資総額は 1，081万円で， 28年度までの開拓農家 1戸当り 13.7万円弱となる。

償還は純資金は 27年度より農器具資

金は 28年度より開始きれ償還額は第 12表

の如くであるが， 更に 29年度予定償還資

.12表

年 度

金別明細は第 13表の如く総額 253，805円

となっている。‘漸ゃく資金償還期に入りそ

昭和27

28 lJZi-i 6，146 

55，948 

の円滑なる支払乃至資金繰りは今後の開拓経営の維持進展に重大な影響を持つこととなる。

第臼表 昭和 29年度政府資金別償還額

¥ ¥  資金]jJ， I 
¥下¥、 |純資金!農器具|家畜導入|中期資金|純 計

坐会型賃塁上¥ | (旦L_'___ 堕~--'-一冊 i (回し一一|一一」旦L一一

昭和盟 7，9昭 | 一 | 一 i 一 7，蹴

2怨3 4'狙1，部6 1ω0，お，8 一 i 一 5則1，6位24

24 幽凪弘8担12 2部:8，87釘5 3沼2，90ω8 4必8，則，1犯84 19倒4，2釘7

一ム瓦一 計一 I 133，必制~~-r-'一弱既抑捌，233却m38 l -;508 | …~4 2瑚 05

• なお，別に冷害資金償還額として 133.3千円余が計上されている。

一現在までに本開拓地に支出された補助金は開墾と住宅の二種を含むが， これの年度別

支出は第 14表及び第 15表の如くであるa いずれも調査時においては 29年度入植者に対

してはまだ支給されていない。

年 度

昭和泊

23 

24 . 

2o 

26 

27 

28 

計

.14表 関、墾

補助金額

(国)

25，伺5

526，193 

2，442，回5

1，σ74，294 

4，412，970 

2，943，560 

2，166，755 

13，592，272 

表中( )は簡易関墾面積を示す。

補 助 金

該蛍面積

(田r)

1.9 

20.38 
59.97 

タトに(15.171
錦 邸

117.66 

83.46 

47.10 

374.29 

戸 重宝

5 

28 

48 

25 

69 

61 

39 
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度年
金(Jl戸(fl1百ア額l備 考

昭和22 100，000 5 2.0 居小屋建設

23 {四336:Oω00 19 6.6 4芦は町責措 15芦は園管
7 4.8 

24 {866800，，o0o0o 0 
8 4.5 
14 4.5 町頁搾鵠縁故住宅

25 250，000 5 5.0 

26 750，0ω 15 5.0 

2:l 240，∞o s 8.0 

28 255，000 8 8.5 

計 4，163，000 79 

7. 建設工事

開拓地に於ける建設工事は防風林の国庫補助の外は全部国費にて支弁されている。現

在までの建設工事の実績及び今後の予定は第 16表の如くであるが， 開発道路は延長すで

に 11.9kmに及び全予定量の 3/4を達成し， 農道は延長 13.3kmを越え全予定量の 2/3に

及んでいるが， 火薬抜根のみは現在までに 140町を実施せるにすぎず， 30年以降になお• 
年 度 干市]主企lず守l点守

護l11iSTZllp:::liI2:;l 
昭和22

23 

24 

25 1，200 I 1，521，900 

;l[ドげ叫引:勤塑軒干日日?型ド型沼日沼:ii翌毛告::35望:ii5認iig;j1;!j: [;;目目i;;目詰;;;目(ji;!j| ; lぷ号
合 計 l
ω年以降叫l 仰 | 一 ¥ 6，720 ¥ - I 570 1 - I 3 1 

総計!附7 I一|仰ω1 - 1
712 - ¥ 11.1 -
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570町を残し前途はるかなるを思わせる. なるべく早くこれを実施して作付面積の拡大と

共に馬耕の能率を上げることを期さねばならない。

II. 開拓地の替農概況

1. 美瑛町の農業展望

一五稜開拓地の属する美瑛町は上川郡の南部に位し，東は愛別村に西は神居村に堺し，

南は空知郡と東南は十勝国と相接す。 北は東神楽並びに東川の両村に接し東西 11里南北

6.5塁余面積実に 43方呈を越えている。

地勢は概して丘陵波状地帯で各正陵聞の平坦地を美瑛オキキニヲν，字幕別，ベベツ

及びルペνべの諸)1¥が貫流し，この流域には水田発達しその反別 1，600町歩， 更に上って

丘陵地帯は畑地として耕作されその反別 8，400町歩に及んでいる。

本町に植民区割を設けられたのは明治 26年で， 当時は総括して美瑛原野と呼び神楽

村の所管であったが，翌27年には土地の貸付があり， これより農場の開設，団体の移住

開墾相ついで起り 32年には鉄道開通し駅を中心として市街地を形成して来た。

その後開発も順調に進みその間管轄の変更，町村制の実施を見，昭和に入りては移住

民の増加と農業諸機関の開設と相まち産業とくに農業の発展の基礎定まり昭和 15年には

町制が布かれた。

戦後の緊急開拓計画では旧軍用地 6，700町歩，旧御料林2，4J∞町歩，その他 1，000町歩

をこれに当て，現在までに入植定着せるもの約700戸，この開墾面積5，6ω町に及んだ。

現在本町の世帯数 3，623(昭和 27.7. 1日現在)人口 21，123であるが，この中農業は兼

業を含め世帯数2，446で全体の 6.8割， 又農業就業者は従属者を含め 15，202で全体の 7.2

割を占め本町の産業において占める農業の重要性を示している。

本町の農業経営形態は地区により異なるが，流域の平坦地，あるいはこれに接続する

綾斜地は一般に水田あるいは畑専営又は畑田兼営の穀寂経営が多いが，波紋丘陵地帯は畑

専営の混同経営等が行われている。家畜飼養は経営形態にもよるが一般に少なく今後乳牛

飼養による畜産の増加が期待される。

経営面積ーは勿論その経営形態によるが概括すると 3-5町が最多で全体の 1/3弱を占

め， 5-10町これにつぎ， 2-3町， 1-2町， 10-15町， 5反-1町の順となっている。開

拓地は多く丘陵傾斜地帯に位置し 7-10町内外が最も多いと思われる。

農家 1戸当り平均経営面積は 4.1町弱となる。

イ乍物は水稲の外，畑作は麦類が最も多くその内でも燕麦が 1位を占め，雑穀これにつ

ぐ。この内で!は大豆，小豆，腕豆などを主とする豆類やトクモロコ V，ソパなどが多く，
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アワ，ヒエなども含まれる。馬鈴薯も少なくない。特用作物としては亜麻トピ戸人菜種

の順で除虫菊なども栽培される。緑肥飼料兼用作物ではクロパーが最も多く飼料用の釆本

科類も若干含まれる。飼料用作物はデシトゴーシが主で，青刈大豆，青刈燕麦なども幾分

見られる。

果樹は現在全然ないといってよいほどである。

作付面積の変遷は作物の種類により一概にはいえないが， 稲は 27年現在 1，400町で

昭和の初期に比し約3割減，畑作面積は 8，340町で一時増加したことあるも今は昭和10年

前後と同じ位である。

人口の増加と対比して考えるとき畑作面積は漸減の傾向にあると見られる。概論すれ

ば反当収穫量は他地方に比し必らずしも劣らないが，とくに注目すぺまことは，とれ又作

物の種類により多少の差異は認められるが，その反収は概して漸減の傾向にあるととであ

る。これは水田についてもそうであるがとくに畑作においてしかも重要作物である麦類，

豆類などについて著Lいものが見受けられる。

これはここに数字的の根拠を欠くが本町の耕地には可成りの急斜地が含まれ，これに

対する栽培技術上の考患を欠きたるため土地の侵蝕作用著しく土壌の流亡を招来い使用

年数の畏きと相まち土地生産力を減じたるものと考えられる。これは新開地においては斑

墾地に比しその生産カが必らずしも劣つてない点でも了解されるととろであり，今後解決

すべき大きな問題を提供している。

家畜飼養朕況は 27年現在牛は飼養戸数 177，頭数264， 馬は飼養戸数 1，936，頭数

2，369となり，馬は農家 1戸当り約1頭に近いが牛は問題にならない。 戦後の開拓地にお

いて酪農を加味した授業経営を採用する農家も増加する傾向にあるから今後は様相が変る.

ことも考えられる。

小家畜については山羊は飼養戸数 150，頭数 162で少ないが， これに反し緬羊はf戸数

1，031， .頭数 1，596を数え，やや優勢である。

更に豚は戸数 163，頭数272，ニワトリは戸数 1，096，飼育数 7，746を示している。白

美瑛町の総生産額7億円中農産は 4.5億円で約65%， ついで林産は 2.2億円で 30%

を占めていた (25年度)。

本項は主として美瑛町産業統計書 (28.12)及び美瑛町勢要資 (27.7)によった。

2. 入植と開墾

本開拓地は前述の如く 22年4月 14戸の樺太引揚者の入植により発生したが当時は開

拓者連盟の組織下に置かれた。ついで翌 23年5月22戸(内 19戸は樺太引揚者)の入植す

るに及び弦に五稜開拓農業協同組合の創設を見， その後連年入植戸数を増し 28年度にす
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でに 79戸を算し 29年度には総戸数98戸を数うるに至った。 この間入植者の異動は僅か

に3戸に過ぎず (22年入植者中 1戸は 28年春 1戸は 29'年春. 23年入植者中 1戸は 29

年春入替を見た)この点成績極めて優秀である。

美瑛町は 5地区の開拓地をl有し，定着率は地区により差異があるが町全体としては

6，3割弱で地区別に見ると第 17表の如くである。弦に定着率とは入植許可数に対する現在

数の比率を意味する。

第17表 美嘆町開拓地直別走者率

竺 miJjg ~1f-lI!fヶー上一一竺止~~~_I 干 ~~_J~_~~ m-
定 着 率 .6割弱 7割強 8割 5割強 i 9・4割弱 I 6.3割弱

鳴在戸薮 399 239 担 I 7 15 側

五稜開拓地はノレベi/ぺ地区内の一区劃をなすものであるが，他地区と比較して格段の

差が示されているa 思うに本開拓地の気候，土質，交通などの立地的条件の佳良なると共

に入植者の過半が樺太引揚者であり，充分なる農業経営の経験を有し更生再起の決意固し

かっ開協首脳部の指導宜しきを得たがためである。定着率の良好なるは亦一面開拓成績の

不良でないことを示すものである。

美瑛町の農業経営形態は前述した如く立地条件を異にする各地帯により異なり，水田

又は畑専営あるいは田畑兼営の穀寂農業更に又畑専営の混同経営などに分類されるが，本

開拓地は丘陵傾斜地帯にあり土質海抜などの関係より有畜畑作農業を一応の目標として出

発し，経営面積もこれに対応したものが考えられて今日まで経営が進められて来ているが，

本開拓民の大部分が樺太引揚者で酪農経営の経験者も少なくないなどの点から，現在聞協

首脳部の構想、としては今後は家畜とくに乳牛などの飼養に可成りの重点を置きたい意向を

持っている。これは程度の問題こそあれ経営面積に波及してくるものと考えられる.

現在経営面積は 28年度以前の入植者は 7.5町が標準で，入植後7年を経たる今日家族

数や農業稼働力の如何によりその経営土地面積は比較的大きな範囲を示してはいるが，前

に示した如く経営面積 7-8町の農家が全戸数の 4割を占めて最も大きい。 標準経営面積

に対し可耕地の比率は 28年度以前のものについては大体8割程度である。

、開墾は入植当年より始められたが，当初は何れの開拓地においても同様である如く食

糧難や資金繰りの困難なこと，生産手段としての馬匹や機械器具類の不備などよりして急

速な進展は見られなかったが，聞協の創設に伴ない指導啓蒙の実も上り生産手段も徐々に

整備され開墾面積の増加を見るに至った。

いま年度別に開墾面積を見ると第 18表の如くである。
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年度別開墾面積 (29年度入植を除<)

-J町一

j¥I 23 I 
第 18表

計メ当、
日28 27 26 25 24 度年

374.29 47.10 部.46117.66 28.65 積(町)面

厳字は開墾補助金書苦照面積である。備考

開墾面積は予定可耕地面積約522町に対しほぼ 6.1割に当り。 1戸当り 4.8町となる。

なお，個人別に見ればその範囲は著しく大きくなるがこの点は個別農家経済調査にゆ

ずる。

別に開拓地営農実績個人別調査票 (28年度分)によると耕地現在面積 356.8町

又 27年， 26年はそれぞれ 323町， 258町である。となり前出数字より約 20町少ない。

本開拓地は入植直前立木蓄積は約300石足らずで梢疎林駅態を呈していたが，

なお，

その以

前には原生林を形成していたため伐根の残

一方火薬抜存するものが少なくなかった。
酸性土壌改瓦

夜肘資材1下ン)

l 石 灰|燐酸石灰

第 19表

畜力根は 28年度までに 128町にすきrず，度年

機械力の導入の渉々しくなかったなどの関12 

10 係で人力開墾が主要の役割を果して来た。

26~迄

27 

28 土地改良では排水客土はなくただ酸性50 

これが関係を表示する

と第 19表となる。

建物施設は住宅 79棟 3，350坪， 1棟平均 41坪，納屋31棟 627坪，

土壌の矯正がある。72 339 704 計

畜舎47棟 526坪

尿溜などはまだ設けられていない。有畜農業推進の観点より自であるがサイロ，堆肥場，

給肥料や飼料確保は充分考慮、されねばならない。

つぎに生産手段たる農機具や家畜の飼養数を表示すると第 20表及び第21表となる。
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前掲2表を通じて"27年度に比し 28年， 29年度は概して著しい増加傾向を示している。

農機具についてはプラヲ， トウミが最も多いが各自が所有するまでに至つてない。脱

穀機などは互いに融通使用している。

飼養大家畜では馬が最も多く仔畜を合せ 1戸当り 1頭に近いが牛は未だしの朕態にあ

り，豚は急激に増殖する可能性がある。

家畜飼養による自給肥料の生産量は厩阻43，950貫 (27年は 38，300貫)，堆肥42，5∞貫

J27年 4，700貫)，合計 96，450貫となるが， 施設の不備のため質量ともに損失を生じてるの

は否めない。

更に 28年における各種肥料購入量は硫安5，157貫，過燐酸石灰 8，414貫，塩酸カリ

1，625貫，炭カノレ 322トシとなっている。

3. 耕作蹴況

本開拓地の開墾経過と現有生産手段は前項に述べたが 29年 7月15日現在種類別作付

紋況は第 22表の如くである。

第 盟 表 29年度種類別作付状況 (反)

作物(水稲(禁運 l小よ|ヤ|±;(;::|アェ ii Tiソバ

側反別 I2 げ2.6 i 1 国5 川34.01 回 6 1 12 ¥ 5.8 1 44.5 

作物 31Ii大立 lf豆|楽tl叫 j馬鈴薯(議楽|瓦?i空五
鮒反別 8 251.8 I 256.5 5回 11削¥1回 1155.3 1邸 71 創

作物Jf-ナ1!??(-;Jhfι(j15-1一一
作付副首 I 16 泊 2_1 158.91 お4.2 272.8 I 5 1 33.9 39蹴

1戸当り作付面積は約5町で作付面積の大きい順では豆類 140町，麦類 102町，青刈

飼料70町，特用作物27町，馬鈴薯 19町，読菜 16町，その他となり，水稲は現段階にお

いては殆んど耕作されないといってよい。

別に 29年度入植者の作付面積として菜種20町を含み約 36町が見込まれている。 す

なわち，全地区では 429町となり，可耕地総面積の 6割に当る。

主要な販売作物としては各種豆類，燕麦，馬鈴薯及び菜種，ビートなどの工芸作物が

ある。

28年は作物により差異があるが大体低温の影響を受け収穫を減じたが，いま同年にお
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第 23表 主要農産物故獲及び版寅般量 28年度

作物名 (皇官|馬鈴薯
(貫)

1，395 I 9，252 

9 36 
7，290 

作腕時種lvlTr司ァバヒエ|ソノマ1T231271時

間調引す!?!?lF|す!?-r!?|す

ける主要農産物の収穫及び販売数量を示すと第 23表の如くである。

更に 29年度は例年及び前年に比し低温並びに髄風により一般的に収穫量を減じたが，

その被害率は美瑛町並びに町開拓地農家に比し本開拓地は最も大きい。 その関係は第24

表の通りである。
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五稜平年反 救 刷

82 57 59 40 ω 78 57 
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なお，農産物の価格は販売の時期や品質によって非常なちがいがあるが，参考のため

1例を示すと主要農産物の価格は第 25表の通りである。
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品名[乍?lv!?lvlvlv lv I1Ulソ(俵「
同ωI2，0剖|ぇ000 1，030 問 19ωo 1. 6，300 1刷 1，900

品 名|イ可|ヒ〆 lTlふL)lzょ17l官菊|楽(後)豆
一一~r--;ムトムo 50~_1_3叫んよωo 卿|“一ω

4. 畜産，林業関係，その他

本開拓地における生産物は現段階では殆んど農産物のみといっても過言でない。すな

わち， 28年度畜産生産は羊毛 23貫 (27年 18貫)，山羊乳 8斗 (6斗)，けい卵 7，790個 (8，030)

め外仔畜生産頭数馬 15(9)，緬羊 5(1)，山羊 3，豚 (1)に過ぎない。しかし，豚は現在躍進

的増加傾向にあり，かつ本開拓地の営農方針が酪農に重きを置こうとしている建前より経

営面積の増拡と相待てば，近い将来には畜産収穫に大きい期待をかけ得る。これは開拓者

中には前住地樺太にて酪撲の経験を有するものが少なくなくこの実現に役立ち得るものと

思われる。

現在飼養牛は 20頭で， その内道の貸付牛は 27年 5，28年 6，29年4頭計 15頭を数

へ，各農事実行組合中飼育の実績を上ぐる可能性の大eなるものに漸次配当している。 29年

に既に 3頭分娩し初産にて 1日搾乳量 1斗を越えている。現在家畜診療所，種牛所，集乳

所(北海道パタ~)とも美瑛町郊外にありこれを利用している。

次に林業関係について見るに，先に土地利用管理区分表に示し玖如く個人割当総面積

813.5町に対し備林地は 35.9町で僅かに 4.4%'に過ぎない。

しかも，この備林地は殆んどが河岸沿いや急斜地に位置するもので土地保全上の使命

を持っており，かつ内容的には極めて空疎なものに過ぎなし;から，充分な技術的指導的な

裏付を以って臨む場合でも，充分な将来の薪炭資材の給源をここに求めることは容易でな

い。結局現有する伐根その他の燃材を消耗した暁は所要燃材の大きい部分を近擦の国有林

に，すなわち地区外の他所有のものに仰がねばならない。

更に現在林業とのつながりは一層薄弱である。 28年度の林産物収入は木炭 9，400貫

(27年 1，500貫)，薪 3，430石但10石)に過ぎない。尤も前にじばしば述べた如く本地は入植

前まで国有林として経営されており，その当時の蓄積としては町当り約 300石足らずで必

らずしも優れた林相や蓄積を有していたわけではないが，以前の伐根量は多大の材積を占

め， .これが開墾進度を鈍らせた反面堀取された薪炭材として使用され生活面に役立ち又入
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植前残存していた材積は業者に払下げられたがこれは入植に伴ない伐採され，これが入植

当初の開拓民に農閑を利しての労働機会を与え農家のー収入源となり，また産出木材の直

接的利用に資し住宅資材の一部に当てられたばかりでなく，自己所有林木及び払下げ材を

原木として製炭に従事し現金収入を得たものも少なくない。

現在地区内に炭窯5個 (25年入植者 4，27年入植者 1)あり， 多き時は月 3回位製炭

し夏季は窯を遊ばせぬ程度に実行している。 1 回に1O~13-14 俵を製炭する。 現在の炭

窯所有者に対しては，大体継続的に営林署より原木の払下げを受け得る事になっている。

聞協購入炭価は 1俵 (8貫)440~450 円である。

造林は現在4名だけで古木は美瑛森林組合より供給を受けているが，面積は大きくな

い。

地区内に防風林として既に幅 30間8町歩のカラマツ造林地がある。 これは学校部分

林で国費の補助を得て実施された。

開拓地・内に五稜愛林組合が設けられ聞協組合員は全員加入している。国有林の境界線

防火線の刈払いに低賃銀(普通 400円なるも 250円)にて従事し， その代償として自家消

費薪炭材などの払下を受ける。神楽営林署より成績優秀として表彰されている。

第 26表貯金現在高 29.8.31

種類 l人 員 i最 高 1最低|合計

子供銀行

据 置

普 通

10，599 

117，558 

787，069 

開拓農家の経営内容，資本蓄積，資産

肢況については農家経済調査において個々

に述べるとしここには開協にて現在取扱っ

ている貯金を見ると第 26表の如くである。

別に営農償還貯金として豊郷部落で

28，126円積立てられている。

更に購買品売掛金としては最高 83，148円，最低 160円，合計にて 914，948円となって

いる。

現在開拓者中生活扶助を受けるものは皆無である。 又 28年現在共済保険加入朕況は

作物 317反，家畜 40頭，建物 10棟となっている。

更に同年には町村税総額426，838円が支払われた。

III. 玉稜開拓農業協同組合

本組合は美瑛町ノレベ乙/ぺ地区一円を区域として昭和 23年9月設立された出資組合ス

ド部組織として 10農事実行組合がある。農協事務所は五稜団地入口より約4km，地区内

としては東に寄っているが各部落への連絡の要衝にある。

現在組合員は 98人であるが皆五稜団地内に居を構えている。

この組合は組合員の大部分 (98戸の内 76戸)が樺太引揚専業農家で精神的結合固く，



勝7

機構も確立され役員の指導宜しきを得て堅実に運営されている。

役員の外に職員として男女事務員各 1名づっ配置されている。

現行事業は信用購買，販売利用，開拓地関係各種建設事業を含み，とくに購買は直接

日常生活に必要な諸物資の供給を始め肥料その他の生産資材を扱い，将来後者に対して相

当重きを置とうとしており，又利用事業では移動製材による住宅建設，農産加工施設の導

入利用による経費の節減，ま?と目下倉庫築設による共販態制の確立，パンがまの導入によ

る食生活の改善，青年団体としての展示圃の設置，営農技術の指導等広範囲に豆り，入植

初期の諸困難を克服し，組合員の営農基礎確立のため大なる支柱となり，又資金償還対策

についても償還畑の耕作貯金を敢行するなどよくその実績を上げ 27年度知事より表彰を

受けている。

組合員の出準は 1口500円， 1人 50口以内で 29年8月末現在総数 566口28.3万円で

あるが，組合ではなおこれを倍加してその活動の円滑を計ろうとしている。別に同日現在

積立金 136，939円，準備金 4，440円が計とされている。賦課金は組合員割年額 1，000円とし

特別賦課金は開墾補助金 6%，住宅補助金 3%，土地改良補助金 3%，貸付牛は 1頭につき

500円としている。

つぎに組合の主要な諸施設とその活動の概要をうかがうに， まず移動製材機は 24年

道の貸付による直径90cmの丸鋸で木炭ガス発動機を具う。 28年 7月79，900円で払下げ

を受けた。 1日平均 15石を製材し月に 25日運転され入植当時の住宅建設その外に大きい

役割を果した。組合の挽賃は 15石3，300円であるが諸経費は 3，140円(木炭代2俵， 950円，

モビーノレ油3合 150円，揮発油 1合 180円，ベルトワックス 10円，労銀鋸ヤ 1，550円，

ナν目1，520円，雑夫 2，440円)である。 28年度の取扱石数は 853石で挽賃 178，636円，

これに対し労務質 143，445円，木炭代 47，176円，消耗品代10，727円，修繕費 3，300円，計

234，238円となり約 55，600円の赤字を出している占鋸機の使用年限の点や住宅建設も大体

今年度にて完了の予定で本機の使命もほぼ果されるわけである。

農産加工工場は 4.5k x 7 k = 31.5坪の木造中 2階建 1棟が事務所横手にあり， 施設は

3馬力製粉機2台 (1俵分と半俵分l，2馬力製米機1台， 3.5馬力麦圧属機1台， 外に石油

発動機 5.5馬力 1台 (7万円)計5台で，水量の豊富な季節には水力タービンによるが，冬

季 (11月末より 4月中)は発動機により縄運転する。工賃は製粉 1俵 200円，製麦庄扇 180円，

製米 130円で工手の報酬は月約7千円である。 加工設備は備品を入れ 44万円である。 昨

年度の加工委託数量は 4，008貫，金額 36，614円， 27年度は金額 29，576円であった。

倉庫施設は組合員の農産物の集荷，委託販売の推進上不可欠のもので平家基礎コンク

リート木造5kx10k=50坪 1棟，工費総計 125万円を計上し農林漁業資金より 86万円の

借入予定を立てている。大体実現を見るものと思われている。
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製パ γ施設は 28年度の冷害対策の一助として道より施設費用の 2/3以内の補助金 (14

万円)を得て実施するので， 酪農の推進と共に水田のない本地区の主食糧の自給自足に資

せんとする。工場は 12坪経費 41.2万円が見込まれている。

貯金奨励の一方法として営農資金償還畑の計画がある。これは償還畑耕作農事組合を

単位とし 1戸当り 1反以上(個人の借入額により決定)に本人希望の作物を耕作させ，その

生産物は全部組合に出荷して償還に充当し，残余ある場合は償還積立貯金とする。該当地

には償還畑を明示した立札を建てる。この方法は既に一部落豊郷で実施され現在貯金高 l

28，126円になっている。別に各補助金や販売代金の一部天引貯金を考慮中である。

購買事業については， 28年度売却総額425万円中日用雑貨はその半ばを占め 213万円

つぎは肥料 118万円で全体の約 1/4を占め他は藁工品衣料品などがややまとまっているに

過ぎない。

28年度の生産物委託販売総額は 206万円で雑穀，菜種が主なもので 27年度はほと

んど菜種で売却額 168万円，販売手数料9万余で不振である。 組合としては肥料資金(冷

害)及び営農資金の裏付として生産物全部の集荷を計り委託販売の拡充を期している。，

昨年度農道の建設工事を請負ったが総額 216万円に対し約 15万円の損失を見た。 製

材事業と共に運営面について充分な検討が必要とされる。

更に組合財産の取得につき， 五稜地区内未売渡地(不可耕地)の売払を受け組合財産

とし，放牧採草地や薪炭材源とし営農基礎の確立拡充を期しているが，とくに従来よりも

酪農面を一層重視しようとする場合，経営面積の増加の点より当然考えらるべきととであ

る。

最後に 28年度末の貸借対照関係を見るに，負債，資産共に約 1230万円，負債中最大

なるは勿論各種政府資金借入金で約950万円，外に各種貯金 161万円，出資金など 42万円

が主な項目で，資産中大なるは政府資金貸付金約 730万円，購買事業 137万円，現金預金

を合せ 82万円，固定資産 45万円，加工事業 44万円などである。

周年度の損益計算は総額96万円で事業政益中特別事業は 35万円 1/3強を占め，特別

賦課金 22万円，購買取益21万円が主なもので，事業費用中農道工事や製材部の損失金合

計21万円が大きく，外に借入金の利息 12万円あり差引若干の剰余金を示している。

IV. 農家経済調査

1. 調査農家の前歴

家族数，作付面積，飼育家畜数，営農の成績および入地年度などの諸点を考慮して，

全農家 98戸中 11戸を選んで調査農家とした。昭和 22年度入地者より 2戸;23年度より

3戸， 24年度より 3戸， 25年度より 3戸，合計 11戸である。
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調査は訪問，聴取の方法によって，農業経営および家計の全般にわたり， 昭和'28年

11月より昭和29年 10月までの 1年聞について行った。調査とその取りまとめにあたって

は，とくに農家経済を全体として把握することに留意した。

各農家について前住所，前職業，入地年度をみると第27表の通りである。 調査農家

入地前住所

入地前職業

入地年度

太

業

部

樺
由
民
昭

の番号は入地年度の11慣につけ，さらに同年度内では作付面積の大きさの順にならべてある

が，この 11国序は必らずしも営農の成績の良否を意味しない。

第 27表によると 11戸のうち 10戸が樺太からの引揚者であり， 8戸が農業を前職とし

ている。

2. 土地

まず，生産手段のうち，最も重要な土地についてみよう。

各農家の土地の扶況をみると第 28表のとおりである。

ι竺ih--N021町内-5| 一!?[ヤ~:\…??-jNl-

議 1. 附帯林野とは附帯地としての間営された薪炭備林，放牧地などをさすο

配管地合計に含まれている。

2. No.4とNo.8は配管地が2箇所に分散してν、る。

各農家に配当された土地は耕地のほかに放牧地，薪炭備林，宅地などを含めて 7-8町

で平均8町 1反となっている。放牧地，薪炭備林などの附帯地は農家によって一様ではな

いが，一般に少ないようである。

開墾面積は調査時までの既開墾地の合計で，必らずしも開墾補助の対象となった面積

と一致しない。既開墾地の面積は平均 6町 3反で，配当地合計の 77%である。 この割合

は農家によってかなり異なるようであるが，それは入地年度によっても異なるであろうが，
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地形，土壌などの個々の条件によっても異なるσ

作付面積の平均は約5町 8反である。この作付面積は 29年の春蒔と 28年の秋蒋の合

計であるが，混作，間作の面積は含まれていない。開墾面積と作付面積の一致しないわけ

は 28年までの既開墾地のなかに不作付地が若干あるのと， 29年の新開墾地は殆んど作付

されていないためである。

表に示したように， No.4とNo.8の2戸の配当地は 2箇所に分散しているが，その距

離はあまり遠くないので，営農に重大な支障を及ぼすようなことはないようである。

なお， No.6は既開墾地のうち約 1町歩を同開拓地内の他人に貸与しているが， これ

は労働力の関係からではないかと考えられる。 すなわち， No.6は家族労働力が2人であ

るため，手がまわらないためと思われる。

開墾の年別進行状態と作付面積の年別変遷をみると第 29，30表の示す通りである.

開墾の進行状態は各農家によっていくらか異なるようであるが， 大体において 4-5

年の聞に開墾を一応終るか，またはその後の面積がきわめて少なくなる傾向があるa
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作付面積は年をおうて増加するが，‘ 4-5年後は増加の勢が小きくなり，なかには面積

に変化がなくなるものもでてくる。 この作付面積は第 28表に示したものと全く同じであ

る。

土地はさきにのべた如く，砂質ないし磯質壌ことで，表土は約25cmであるが，場所に

よっては大形の礁が無数に散在して，耕作が極めて困難な所もある。このような所で傾斜

の比較的強い所は開墾後に作付せず放置される傾向が見られる。この地方一帯は比較的ゆ

るやかな丘陵性の地形となっているが，部分的には傾斜の急、なところもある。

土地改良のための石灰は各戸とも施用している。昭和 29年は各戸 1-2トシで， これ

は6割補助， 4割融資である。

3. 捗働力

各農家の労働力についてみると第 31表の如くである。

第31豪勢働

日 -Z??内ーケj-fil--h竺71…|N???!?ト円
皇室霊童(入)I 仰) 1 制 1 4(2) 1 制 1 2(1) 1 仰) 1 制 l 制|制!制|制 laI(1a

苦言FFE(日)I -Il~ i 2会r1'4 1 - I -1
1十 _11ゐ1- 11i8 I 

1人
6 

1人
25 

0.4人
6 奇襲主音量(日)

薪採取
従事日鍛(日) I 30 8 I 30 3 I 20 I 12 

備考

註 1. ( )内は女性の獄。

2. No.6とNo.7のその他の賃勢働は動力股穀携の賃貸によるものである。

家族数は 3-9人，平均 5.7人でそのうち 2.5人が女である。自家の農業に従事する者

は2-4人で平均 3.1人となっている。これはこの調査の期間すなわち昭和 28年 11月より

昭和 29年 10月までの聞に働いた者の実数であるが， No.1のうち 1人は定時制高校生，他

の2人はあまり健康でないので自家農業従事日数が少なく，のちに述べる如く，雇傭労働

力が多くなっている。

自家農業従事日数は各戸平均 546日であるが，自家農業従事者数で平均すると 1人



帥2

176日である。

林業賃労働に従事している者は 6戸7人で， その延日数は 7人で平均すると約42日

であるが， 11戸の平均は 26日となっている。その作業の種類はほとんど祈伐作業であーる。

なお，との 1年聞に林業賃労働に従事していない者でも，以前には従事した者がかなりい

るようである。 たとえば No.5とNo.8はそれぞれ昭和 27年，昭和23，24年には林業に

稼働している。

その他の賃労働は，表に示してあるとおり，動力脱穀機の賃貸という形で農業被傭さ

れた者が 2人であるが，そのほかは，冷害対策の救農土木事業である。平均6目。

薪採取は自家用の薪と販売用の薪を採取するために稼働した旦数である。 平均 12日

となっている。 No.1は製炭の日数である。のちに述べるが，初期に入地した No.1，No.2 

ははじめのうち製炭によって相当の牧益をあげたようである。

林業賃労働と薪採取従事日数を合せると平均 38日であるが， これは自家農業従事日

数の平均 546日に対して約7%にすぎず，自家労力配分上，重要なワエイトを持つもので

はない。 個々の農家でみると必らずしも一様ではないが No.11ではかなりのヲエイトと

なっている。

他の職業に専門に従事している者は No.9の開拓農業協同組合事務員 1名のみである。

出稼はほとんど行われない。

農業への被傭はほとんどない。 第:31表に示した動力脱穀機の賃貸にもとずくものの

みである。

農業のための雇傭も一般に少ないが， 1， 2の農家で例外的に沢山の雇傭労働力を使用

した例がある。

農業労働力雇僚の吠況は第 32表の如くである。

No.1とNo.9が非常に多くの農業労働力を雇傭しているが，両戸とも作付面積が大き

しかっ自家労働力が少ないためである。すなわち， No.lはさきに述べたように， 自家

農業従事者3人のうち， 1人は定時制高校生であり， 2人はあまり健康でない。またNo.9

は3人のうち 1人が開協役員などで自家労働日数が少なく，他の 2人は女である。

第32署長 農業労働カ雇傭状況(延人厳) 単位入

家番披 I ・

1 No. 11 No. 21 No. 31 No. 4 ! No. 51 No. 61 No. 71 Nι81 No. 91No. 10No. 111 平均
種 別¥¥.! 

臨時傭 12ω|ー 13201-1451-1511∞|ー 1-134

季節傭|為1-1一|ートトト 1-ゐ|一|一|混入

計|ぉ01-1 3 120 1-1 必 1- I 5 I初o1 - I -I関

註予惇，手間替などは含まれていない。
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農業労働力を雇傭するのは臨時傭が 11戸中 6戸で，季節傭が2戸である。 11戸で平

均すると延人数は臨時が 34人，季節が 25人で合計59人であって， 自家労働力の農業従

事日数546に対して 1割強の比率となっている。臨時傭を使用する時期は播種，除草おぴ

よi股穫の時であるが，除草およびi肱穫時に最も多くなっている。

雇傭労働力ではなしに，農家聞の労働力交換として手間替や手伝が，主としてJ&穫期

に行われている。 1年聞に各戸とも 10-20人であるが， 借りた手聞は必らず返すのが普

遍であるので，自家農業従事臼数と手伝日数とが相殺される。

自家の農業に従事した家族労働力の延人数(延日数)と農業雇傭労働力の延人数を加

えると，各戸の農業に投下した労働力の総人数がわかる。これを作付面積で除すると反当

り投下労働力である。これは，第 33表の通りである。

第 33表反賞投下労働カ 単 位 入

反当りの投下労働力は平均で延 10.4人であるu 各戸にみると家族労働力の比較的少

ない No.6とNo.11がかなり低い数字を示しているが， 大体において反当り 10人内外と

みてよいようである。

4. 生 産 手段

土地以外の生産手段，すなわち，家畜，農器具，施設および肥料についてみよう。

家畜の飼育扶況は第 34表の如くである。 • 
馬は各戸とも飼育している。牛はまだ頭数は少ないがだんだんと増加する傾向にある。

牛はほとんどが北海道の貸付牛である。すなわち，仔を貸りて，のちに仔を返済するわけ

である。 No;2はすでに搾乳し販売している。全部で6頭，平均 0.5頭である。

.34表家畜飼育・状況
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その他の家畜では豚，緬羊，鶏などが比較的普及している。

馬は夏季のうち合外に放牧ないしは繋牧されることがあるが，農家によっては土地の

関係で全く放牧や繋牧ができないものがある。放牧繋牧はそれをなしうる農家にとって馬

飼育の労働力と飼料の節約は無視し得ないものである。

つぎに比較的大きな農具の所有肢況をみると第 35表の如くである。

立竺:1…十IN~:い 3~~~阿V-J--h-ih-i-
7' ラ オ 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.2 

ノ、 ロ 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.1 

ウ ネ ?1 ア 1 1 1 1 1 1 1 1 0.7 

3ζ ジキ リ 1 1 1 1 1 1 0.5 

カノレチベーター 1 1 1 1 1 1 1 0.6 

日責 霧 器 1 I 1 一一 1 一一 0.3 

1 2 
撒 粉 器 1 1 I 1 I 13戸ー 1 7戸 1 1 0.5 

共同 共同

ト ー 、 1 1 1 I 1 i 1 1 ，0.7 

腕 穀 機 1 1 共戸 1 月 - 1114 戸 1 112戸 1 0.3 

霊童 動 機 1 11共同 0.1 

j馬 車 1 1 11(腕車)1， 1 I 1 1 1 1 I 1 I - 1 0.9 

a馬 ソ リ 1 - I 1 I 1 ー 1 0.5 

自 韓 車 2 - I 1 I 1 ー 1 I 1 ー 1 0.6 

リヤカ
バーチ

そ v 他 柚道具柚道具|!共具同柚道 ノ、チ 袖道具柚道具 バサ ー柚道具柚道具
柚道 ノ、チ

柚道具l
註共同所有の分は平均に含まれていない。

手グワ，手ガマなどを含まない比較的大農具のみで財産的価値を有するものについて

みたのであるが，共同所有のものを除くと 1戸につき平均 1会以上のものはプラオとハロ

ーだけである。これを所有しない農家はない。それ以外では帯車が平均 1台に近いだけで

ある。

道具の共同所有が比較的広く行われているようである。とくに動力脱穀機において著

しい。共有の農具については使用の都度，その使用度に応じて減価償却の積立を行ってい

る場合がある。

施設については第36表の示す通りである。
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，.36表施設の朕況

望j竺雪竺札?竺…I~O.=~O.5 i…… INO.8INO~:_INO.1…1 

姻立 1本建|本建 i本建

丸太稜|土墜
膏 合 |柾屋プキン|板壁

柾屋 I16坪

I 16坪 I21坪 l建築中 I18 

物置納屋

飲料水

堀立

8坪

堀立

痢立 I 堀立

草 プ キ

6坪 6坪

施設としては住宅，畜舎および物置納屋が主なものである。

堀立 l本建|堀立

板壁
板壁

住宅は各戸とも本建築で，ほとんどが土壁で，その外側は板囲いとなっている。住宅

は比較的ととのっており，非常に立派なものもある。 第 36表によっても知られる通り，

坪数がかなり大きい農家がある。

住宅建築用の木材は大部分の農家が立木のまま，建築用資材として払下げを受けてお

り，それを使用して建設している。 とくに昭和 22，23年の入地者では場所によって多量

の薪炭材の払下げを受けた者がおり，その薪炭材の中から良材をとって建築用材にあてた

者がいる。これらの農家の住宅は木炭または薪販売による故人が多かったのと相まって，

立派なものとなっている。

畜合，物置納屋の設備は一部の農家を除くと整備されていない。

風呂は各戸とも設備している。全戸が飲料水として流水または湧水を利用している。

燈火はすべて石油ランプである。

No.1は炭がまを持っている。 No.2も1，2年前まで炭がまをもって製炭をしていた

が，現在はない。
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その他の生産手段として重要なものに肥料がある。過燐酸石灰，硫安，加里などの金

肥の使用量は少なくない。

購入金肥と堆厩肥の使用賦況は第 37表に示きれる。

第37表 購入肥料および堆厩肥使用状況 単位俵

註購入肥料は上のものに限らないが，犬部分はこの8種である。

牧草地を除く作付面積に対し，反当りの施用量を算出すると， 過燐酸石灰 4.3貫，硫

安1.3貫，加里 0.2貫，堆厩肥 92貫となる。

5. 作付蹴況

上に述べてきたような農業経営の諸条件のもとで，耕作が行われているわけであるが，

作物の種類別作付面積は第 38表の如くである。 これは昭和 28年の秋蒔と昭和 29年の春

蒔との合計である。

第38署長作付欣況 単 位 反 歩

心??INO11No.21 No. 3…。 51 No. 61 No. 7…9 [NO. 10:NO. 11平均

4、 重醇 5 2 2 8 2 8 4 4.4 
課 ヨ匹 8 2 0.4 
ソ ノ、‘' 8 8 4 0.9 

馬大
鈴 薯 2 1.5 2 23 1.5 2 2.7 g 2.5 2 1.5 2.1 

豆 1 6 2.5 6 6 2 5 1 7 
(&8.S 0) 大豆(間作) (10) (8) .(5) (5) (2) (4) 

豆 10 0.5 6 5 2.5 1.4 4 4 10 1.5 4 44 
背エ ンドウ 13 3 5 6 1.5 5 6 4 10 8 5 5.6 
楽 豆 10 12 18 9 8.5 10 7.8 8 20 10 8 11EK.6 4 
トウモロコシ 1 1 2 1 1 1 3 2 2 l 1 
ヒ ニ巴 2 1 1 一 1 2 0.6 
燕 重厚 5 7 I 13 10 6 12 9 8 8 8.5 

ダントコーン 1 I 1 1¥ 1 - I 1 1.5 1.5 0.5 0.8 
飼料用カプ・犬豆 1 I - 1 I 0.5 一 一 0.2 

ナ タ ネ 10 0.5 I 5 7 15 I 2 1 13.6 8 守 6.8 
野 楽 5 1.5 I 4 6 1 1.1 1.5 2 1.5 2 5 2.8 

そ IZ) 他
ピートピート 除虫菊 ビート ア 7 アマ

1.1 2 I 2 2 2 2 2 

牧 草 3 17 1 5 8 
15 

1 (3.5) 2 1 4.5 
+ (I2.6)i 2 (l，4) 

計 I74 I 58 I 74 I 52.8 I ぉ!侃51 50.5 I 46.5 I卸 1I“144.6!57.9 

誌( )内は間作または混作を示す。計には含まれていない。
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作付面積で最も多いのは莱豆類で平均 10;6反となっている。燕麦，菜種がこれについ

でいるが，青エンドクや小豆も多い。

馬鈴薯，大豆，小豆，青エンドヲ，菜立， 干ーモロコν，燕麦は各戸とも全部作付して

いる。小麦，牧草も 1戸を除いて全部が作っている。菜種は開墾直後の新地に栽培して，-
手敬がかからない割合によくでさるのでほとんど全戸が栽培し， 面積も平均 6.3反に達

する。

大豆，小豆，青エシドヲおよび菜豆の豆類は各戸とも栽培し，その面積も大きい，この

開拓地は豆類を主作物としており，その平均面積は作付面積の 41%にも達し， 後述する

如く，耕種現金牧入の大宗をなしている。

なお，燕麦，ヒエ，デ y トコーシ，飼料用カプ，大豆および牧草など、の飼料用作物の

平均作付面積は 24%となっている。

6. 農業牧穫とその商品化

作付の紋況は上の如く第 38表に示されたが， つぎにその作物の牧穫量とその商品化

についてみることにしよう。

昭和 29年は昭和 28年にひきつづいて，やや冷害の気味であって，農業のi次穫は比較

的低めにでているようである。馬鈴薯やビートなどの根菜類は冷害の影響をあまり受けな

いが，主作物である豆類についてはかなり深刻な影響がみられる。

昭和 29年のi汝穫は第 39表の通りである。調査時において未収穫のものは予想、にょっ

第 39表農業 救穫 単位俵

五三戸1No. 11 No. 21 No. 31 No. 4 ! No. 51 No…MNO9JNo恥 111.:q:;.tej

ヨ醇 15 10 I 4 2 9 4'12 1 12' 一 10.7 

課 ヨ俸 4.5 4 一一 0.7 

ソ ノ、r s 4.5 2.5 0.9 

，鳴 鈴 薯 80 30 100 70 25 60 76 60 1 5 0ω  30 58.2 

大 豆 10 0.5 12 ... 5 6 6 8 ... 2 7 4.6 

4、 豆 25 ... 6 10 5 6 4 10 8 8 7.0 

背 エン ドウ 40 6.5 15 13 4.5 10 12 8 9 8 30 14.1 

楽 豆 30 24 32 11 18 3 24 18 20 20 i _ 18.1 

ヒ ニc. 4 ... ... 0.6 

燕 事接 30 49 54 60 36 40 40 44.4 

ナ ，st ネ 11 6 14 47 8 1 I 22 I 16 I 2 11.0 

その他(斤)
ビート ビート ビート ア7∞マア70マ~ I - I 6，∞o 10，∞o! 6，0ω 

設 ・・・は不詳を示すが，JKc穫の見込みのないものである。
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た。また，生食するもの，青刈するものなど数量を正確に測定できないものは除いた.

作物ごとの平均反l肢を第 39表から算出すると第 40表の如くである。

作 物 (ド門ザtJ岬I捗夢可|穣僻多lいソわノず下l片馬鈴吋薯判l犬豆引l岨吋l?下下l河楽豆引!ヒエ=1鰐 lドナげタ付ベネ4九九I~(μ1主丸Aゐ)rf
刊反脱救 i川2.4 1 1.7 1

1
1卜川7町7川1

1.4引1 1.6引1 2.5引1 1.7川1 1. 1. 5.2 1 1.7 13ω|柳

第 40表を一見してわかる如く，豆類とくに大，小豆の反l肢が極めて少ないが， 馬鈴

薯，燕麦などはとくに少なくはない。

第 39表にあげた農業収穫のうち，現金化されるもの， すなわち，商品化されるもの

についてみると第 41表の如くである。昭和29年の作物の販売量で販売予定のものを合ん

でいる。

第41表農産物の販費量 単位後
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販売されるものは，大豆，小豆，青エンドヲ，菜豆などの豆類を主とし，これに，馬鈴

薯，燕麦，菜種，ビートおよび"7.マがあるだけである。作物の議類ごとに，販売量と樟収

穫量とを比較して換金率， すなわち，商品化率をみると，馬鈴薯 30%，大豆 65%，小豆

100%，青エシドヲ 80%，菜豆 100%，燕麦 19%，菜種93%，ピート，アマ 100%となって

おり，豆類と菜種の大部分，ピ{ト，アマの全部は換金を目的として作付されていること

を示している。いま試みにこの作物ごとの換金率を面積に換算して総作付面積に対する換

金面積の割合を算出すると 53%となる。 すなわち，全作物の約半分が換金されるという

ことになる。

販売されない他の収穫物はすべて，農家の内部または経営の内部で消費されるか，ま

たは物々交換されるわけである。馬鈴薯の一部は澱粉とし，小麦の一部はクド γなどと交
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換して自家消費される. '! 7t.;燕麦と米の交換がかなり多く行われる。

いずれにしろ， 第 41費量は耕種現金収入の大部分が豆類と菜種などの販売にもとずく

ものであることをるらわレている。

つぎに畜産物および家畜の販売紋況をみると第 42表の如くである。 調査期間 1年聞

の販売量を示している.

心???iNOllN021N031N04lF05MlN07lNdlN091Nom11

家 膏 -ー 豚 1豚馬(fF1 ) 1 

告1畜産物
~p 一， 1500個

L..】- .血

畜産物および家奮の販売量は極めて少ない。 11戸中 5戸が家畜を 2戸が畜産物を販売

Lている記せt"~ない. No.2の牛乳は昭和29年 8月より販売をはじめたものである。また

No.llの馬は病穏を処分したものである。

7. 農 家収入

ここで農家収入とは農家の現金収入をさす。農家にとって現金の収支が経済のすべて

ではなく，現制経済のクエイトはかなり高いといわねばならぬ。したがって現金の収支の

みを農家経済の全体とみなすことはできない。しかしながら，現物経済を正確に把握する

ことが困難であるばかりでなく，これを家計と経営にきびしく分離することも容易ではな

い。乙れに対し，現金の収支は把握が比較的容易であるばかりでなく，現代資本主義社会

の経済では税金が最も重要な地位をしめている。農家の経済を全体としてみようとすると

き，現金経済でみることは可能であると同時に便利でもある。

農家の現金i収入を耕種，家畜，農業雑，林業賃労働，その他の賃労働，薪・木炭販売，

補助金保険金および特殊職業雑の各収入にわけてみると第 43表の如くである。

第43裂の耕種収入とは第 41表にあげた農産物の販売代金であり， 家畜収入は第 42

表にあ伊~省産物および家畜の販売代金である。 農業雑収入は第 31表にあげた動力脱殻

機の賃貸弘よる収入で，林業賃収入と， その他の賃収入は同じく第 31表にらげたそれぞ

れの賃労働め賃金収入である。 薪，木炭の販売代はのちに第 54表に示すものの販売代金

である.補助金は開墾補助金，保険金は農業共済保険金で，雑収入は祝儀，香莫，見舞な

どの収入を示している。

現金棋人は最低 201，900円，最高 604.71∞円，平均353，500円であるが，現金収入のう
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ょで?iNOIiNO2lNoslMMNO6MlN08iFo91Nom4刊戸
耕種』投入 5314129g7ls，ω2 2，220 2，147 3，却112，512 1，61'3 2，'782 2，ぴ74 1，355 2，626 74 

家膏牧入 396 160 360 286 318 120 149 4 

農業雑牧入 85 180 24 1 

林業賃.IJt入: 105 205 24 一 296 576 153 4 

その救他の
食入 53 200 240 45 1 

、

薪・木炭 500 100 105 575 ω 100 801 ← 540 187 6 
版買代

補助金J¥5c入
保険金

33 352 200 26， ωo 670 670 232 7 

幸持量 殊職業
J¥5c入 200 300 100 540 70 1ω 119 8 

計卜ω仰，叫 4，叫 3，479川，6121 綿 61捌 12，叫酬13，372同，36113.5ぉ1100

ちで最も多いのは耕種収入で，最低 135，500円，最高 531，400円，平均 262，600円となって

いる ω 耕種収入は総収入の 74%をしめており， 作付面積の多い農家ほど多くなっている

ことは明白であるa

林業賃収入のある農家は 11戸中 6戸， 薪，木炭日反売収入のある農家は 8戸である。

その収入の平均はそれぞれ， 18，700円， 23，200円で， 総収入に対しそれぞれ 4%，6%を

しめている。

入地後最も年月の浅い No.9，No. 10， No. 11の3戸(昭和 25年度)は補助金のクエイ

トが他よりもはるかに大きくなっているのは当然であろう。

いま，耕種，家畜および農業雑の各収入を合せて農業収入とし{林業賃収入と薪，木

炭販売代金とを合せて林業収入とし，その他は一括してその他の収入として三分して，各

戸の 100分率をみると第 44表の通りである。

第 44表によると，農業収入は 44-92%， 平均 79c;，色である。昭和 25年入地の 3戸は

種V???lNO11N02lN08|NベNo.51 No. 61 No. 7[州NO9iNo叫11¥判

|~1~1~1~1~1~1~1~1~1~1~ll∞ 
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農業収入の比率が他の農家にくらべると低くなっている。 とくに No.llにおいて著しく

低い。これは入地年度が新しいので，農業経営の条件が充分にととのわないためで当然と

いえるだろう a しかし No.llを除けば各戸とも農業収入が現金収入の大部分である。

林業収入は 11戸中 10戸にあり， 2-33~色，平均 10% である. No.llが例外的に 33%

もしめているが，他の農家は 10%内外のものが多い。

その他‘の収入け、 11戸中 8戸にあり 4-29%，平均 11%であるが， 25年度入地の 3戸

においてとくにその比率が高くなっている。

林業収入の比率は No.11のような場合を除けば，現金収入の約1割をしめると考えて

よいようである。結論的にいえば林業収入の農家経済にしめるヲエイトは余り高いとはい

えない。のちにも述べるが No.1とNo.2は早期の入地であったため， 薪炭用材として開

拓地上の残存立木や伐採木の末梢などを大量に払下げをうけて，これを薪または木炭とし

て販売したのが数年間続いたため，その聞は林業収入の比率がかなり高かったようである。

この 2戸はその聞に農業経営の基礎でゐる諸条件を比較的よく整備する余裕があたえられ

たということができる。調査農家には入らなかったが，現在国有林より原木の払下げを受

けて製炭を行っている開拓農家が 6-7戸ある。 その農家の現金収入における林業比率の

高さは No.llやNo.1，No.2の数年前と同様であろうと思われる。

8. 農 家支出

農家支出とは収入と同様，ここでも現金支出のことである。農家の現金支出を施設，

耕種，家寄，生計費，租税，臨時費およびその他に分けてみると第45表の通りである。

第 45表のうち， 施設費，耕種支出，家畜支出および生計費の内訳については後述す

る(第 46，47， 48， 49表)。

租税は道民税，町民税，固定資産税，家畜税，馬車税，自転車税などで，所得税はほ

ぷ~I肋 11 NO. 2 1川 NO. 41 NO. 51NO九71No. 81 No引No恥111判断

耕種支出 1，681 1 4941 8411. 5321 3261 1，088 1 6071 562 1. 1，2331 345 1 2841 726 I 23 

家畜支出 ~I ~I ~I DI ~I ~I ~I ~I &1 ~I llil ~I 8 

生計費、2，11812，6791 1，1511 1，9071 1，1071 9831 1，63211，569 2，7091 1，3471 1.1381 1，田:7153 

駆積回国制必 401 42 回 ω1 "121 1 "471 "361 "711 2 

その他 110 一一 一一 一一一一-1 301 131 0 

臨時費脚一一 730 一一 !ω1 500 ー 50 ー揃 8

計 16，262片，53913，州側311，回912，4181柿 81刷日，670げ，160I 2，23313，181ト100
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出産などに対する不時の出費とんどない。臨時費というのは，結婚，法事，葬式，病気，

で経常的でないものである。

No.1は木炭の販売経費(包装費など)で，その他の支出は No.1とNo.llにあるが，

No.llは販売用薪の木代金である。

現金支出は最低 168，900円，最高 626，200円，平均 318，100円である。現金支出のうち

最も多いのは生計費で平均 166，700円， 53%をしめる。各戸ごとにみても最も多いのは生

施設費，耕種支23%である。これについで多いのは耕種支出の 72，ω0円，計費である。

その合計，すなわち，農業支出は平均 37%に

臨時費は 11戸中 5戸が支出して

その個々の農家にとっては軽視できない高さとなっでいる場合もある。

臨時費が平均して 26，600円， 8%になっているが，

出および家畜支出を農業支出と考えれば，

なる。

いるにすぎず，

47， 48， 49表

の示すところである。

施設費は新設と修繕に分れるが，新設は畜合，物置納屋の新設である。住宅が比較的

これらが漸

および生計費の内訳はそれぞれ第 46，施設費，耕種支出，家畜支出，

畜合や物置が不充分であることはすでに述べたが，

ぷ?:1恥 1片山 31吋ァINo. 6!NO. 71拘 8!No.91恥恥ヰ吋脳

zli:lAl?l二lぷlTl-lUil21?lrl:; 

単位 100国費設

整備されているのに対し，

新

修

計

単位 100囲

ぷ~恥llNO山31No. 41 No; 5 No. 61 No. 71 No. 81 No. 9!NO. 1件1同(脳
居室器具費 卸 18 24 190 49 102 28 8 119 16 

種苗費 21 112 32 44i 46 16 129 121 15 34 ω 8 

肥料費 390 259 部4 2部 187 1卸 298 189 831 180 165 2関 ao 
薬剤費 30 13 42 19 5 36 13 52 12 6 21 8 

雇傭勢賃 950 12 70 168 18 550 Iω 器

(設動力備費賃含借む) 60 z7 48 14 38 13 60 50 40 40 36 5 

関脇頁櫓金 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 .1 

農業共演 10 15 13 13 13 15 6 8 1 

阪賓費 130 40 83 50 ω 86 67. 40 57 60 ZT 62 9 

山
山支種耕第47豪

明 l:z叫 1~331判糊|841
1 叫aaz 

nu 
aa宮半iば計
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1149'量生計費 単位 100園

ぶ??1No.l|~~. 21 NO.31~O. 41 No. 5lNo.6lNo. 71 No. 81 No. 9lNo 恥 1~1 平均 i同%
食費 110飽 11侃4lmi1410 633 4川)3 1，088 645 53 

住居費 21! 351 161 16 22 32 22 35 55127153130 2 

家具什器費 28 265 i 12 15 70 70 40 111 2651 6150185 5 

衣料費 368 お51 173 184 172 4初 2371 1621 240 14 

毅育娯築費 347 702 174 154 1091 98 49 431 1491 88 ! 95 218 13 

交通費 48 85 15 10 
i一 18 20 25 2 

交際費 30 15 30 40 50 10 20 50! 20 1 3127 2 

衛生費 138 89 58 62 72 134 100 7 

雑支出 56 30 30 38 30 35 30 30 1 15 1 15 1 31 2 

計 l叫 2，67911.15111，9071ω 

次，整備されようとしているわけである。施設の新設費は農器具や家畜の購入費とともに

元来は資本的支出であって，他の損費的支出と同一に取扱うべきものではないが，この調

査では農家の現金収入のみをとらえて，農家経済の全体を推測しようというわけなので，

ー応一括して扱うこととした。 修繕の大部分は昭和 29年 9月末の置き風による被害の修繕

費である。

耕議支出のうち，農器具費は農器具の購入，修繕費であるが，購入費が大部分で，そ

のなかには動力脱殻機などの大農具の購入も含まれていて (No.3とNo.6)農器具費の過

半ば資本的支出とみてよい。種苗費は牧草，野菜，豆類，馬鈴薯，デ γ トゴ F ンなどの議

子が主なものである。肥料費は過燐酸石灰，硫安，加里などの購入肥料の代金でるあ。薬

剤はB.H.C.ボルド{粉剤などが主なものである。雇傭賃金は第 32表に示した農業雇傭に

対する賃金である。設備貸借とは動カ脱殻機の貸借で，販売費は，検査料，手数料と俵装

費を含んでいる。
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耕種支出の平均は 72，600円で， そのうち肥料費が 35%をしめて最大となっている。

雇傭労賃，農器具費の順でこれにつぐ。 雇傭労賃の比率が大きいのは No.1とNo‘9の2

戸において雇傭労賃がとくに大きいためであるが，これらの 2戸は雇傭労賃が耕種支出の

うち最大となっている。また， NO.6は農器具費が最大である。 他の農家では肥料費が最

大である。

耕種支出は大体において，作付面積が六きいほど大きくなる傾向にある。

家畜支出についてみると，家畜購入費のうち， No.llは馬を購入しているが，他は仔

豚，鶏の雛，仔牛などである。器具費は家畜および畜産のための器具のみをここにあげた。

飼料費は藁，澱粉かすなどの購入費であるが燕麦はほとんどない。その他は種付料，注射

代，装蹄料などである。 ¥ 

家高支出は平均 26.700円であるが，家畜購入費が最も多く 33%で，飼料費が 24%で

これについでいる。

生計費についてみると，食費は主食，副食，調味料 lf番好品の全部を含んでいる。住

居費は燃料費と燈火費で，雑支出は寄附金などである。

生計費は平均 166，700円で，最も多いのは食費の 53%である。これは各戸ごとにみて

も同様である。衣料費と教育娯楽費がこれについでいて， それぞれ 14%，13%である。

教育娯楽費が比較的多いのは No.1とNo.2とNo.8であるが， No.1は定時制高校に子弟

が 1人通学しており， No.2とNo.8はそれぞれ， 他の土地に遊学している子弟がそれぞ

れ 1人づっいるためである。

9. J肱支劃照および貯蓄負債

1年開の農家の現金収入と現金支出はすでに述べた通りであるがi 収支を対照してそ

の差額をみると第 50表の通りである。

現物の経済が，すべて農家の内部で収支相殺されると仮定すると，この現金収支の差

額が結局は現物を含めた全経済の収支決算と一致する筈である。

現金の収支において赤字となったのは No.1， No. 2， No.8， No.9の4戸である。 II

戸の平均では 35，4∞円の黒字となっているら

第50表 農家現金牧支望書照 単位 100間
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各農家の赤字の原因を考えてみると， NO.1は 155，000円に達する臨時費(結婚，葬式)

を支出したための赤字である No.1は耕種収入が非常に大きいので，臨時費が大きいに

もかかわらず21，500円の程度の亦字にとどまっている。 NO.2は子弟の地方遊学に約4万

円を支出しているのと，耕種収入が比較的少ないのが原因であろう. NO.8は臨時費の 5

万円(結婚)と子弟の地方遊学の経費が赤字の原因と考えられるが， 同時に耕種収入が比

較的少ないためであろう。 No.9は生計費が多いことと，耕種支出のうちで雇傭労賃が大

きくなっていることに原因があろう。

また， No.4は5，600円の黒字にすぎないが， これは臨時費(病気，葬式)が 73，0:>0円

にも達しているためである。

赤字の原因をみると，支出の側では臨時費や遊学費などが大きな原因となっており，

生計費の過大という原因はあまり多くはないようである。収入の側でみると，耕種!&入の

過少ということが最も大ぎな原因となっている。これは各戸の土地の条件にもよるが，冷

害の影響も見のがせないようである。

個々の農家についてみると，臨時費などに原因する赤字農家があるが，その最高も 10

万円に満たず，一般的にいえば，農家の経済は収支ほぼ相つぐなって，なお，若干の余裕

があると見てよいであろう。

いま，農業のみの現金l肱支を対照してみると第 51表の通りである。

農業牧入

農 業 支 出

差 額

第51表 農業現金牧支望書照 単位 100圏

2，799 

1，154 

1，645 

こり農業収入は第 43表の耕種収入，家畜収入および農業雑収入の合計， 農業支出は

第 45表の施設費，耕種支出およぴ家畜支出の合計である。

農業収入は平均 279，900円，農業支出は平均 115，400円でその差額は 164，500円の黒字

となっている。各戸別にみても 46，600円ないし 295，500円の黒字で，農業のみの現金収支

をみると各戸とも農業収入が充分に農業支出をまかなっていることになる。

つぎにこの農業収入と総支出とを対照してみると， 第 52表のようになる。農業収入

のみによって総支出をまかなっている農家があるかどうかをみようというわけである。

第 52表によると農業収入のみによって黒字となり，収支相つぐなっているのは No.3，

No.5， No.6， No. 7， No. 10の5戸である。 No.4とNo.llは林業その他の収入を加える

ことによって，農業収入のみによる赤字を克服しているが， No. 1， No. 2， No. 8，および
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農業救入

総支出

差額

No.9の4戸は林業その他の収入を加えても赤字を克服できないわけである。

平均でみると 38，200円の赤字となっている。 農業収入のみによって黒字となってい

る農家は赤字となる農家とほぼ同数となっているが，入地年度や作付面積の大小と直接の

関係はみられないようである。

つぎに貯蓄および負債についてみよう。

昭和 29年 10月末現在の貯蓄および負債の賦況は第 53表の通りである。

第53衰貯蓄と頁債 単位 100画
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貯蓄は平均して 36，100円，最高は No.lの205，000円となっている。 貯蓄の種類は郵

便貯金，簡易保険と組合出資金が多いが， No. 1， No. 4， No. 9は個人への貸金の額が大部

分である。

負債は政府資金を除くと平均 10，000円であるが， 借入農家は 3戸にすぎない。 個人

または開拓協同組合からの負債である。 政府資金は営農純資金，現物資金(家畜，農具)、

などで，入地以来の合計額である。平均 112，6∞円となっている。入地年度の早い農家で

はすでに償還がはじまっている。

10. 林野の利用蹴況

農家の現金経済において林業収入のしめる地位については:すでに述べた如く，平均す

ると現金収入の約1割をしめており，一部の農家では，農業収入のみによる赤字を ζ1の林

業収入で補なっていることがわかった。しかしながら，林業収入の地位は全般的にみると

必らずしも高いということはできない。
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現金収入の面で，林業が農家経済に対してある程度の役割を果す以外に，林野は農家

の生活や経営に密接なつながりをもっていることが多い。この開拓地は自己の配当地内に

林野が極めて少なく，周囲にも利用の容易な林野が少ないため，林野に対する依存の程度

はあまり強くないと思われる。しかし，それは利用すべき林野がないためであって，もし

も林野があったら，もっと利用され，農家経済に対してより多く貢献するだろうと考えら

れる。

林野の利用朕況を 1表にしてみると第 54表の如くである。

第54表林野利 用状況

心~I No. 1 1 No. 2[ No. 3[ NO.41蜘 5 No. ~ 1 No. 71 No. 81 No. 9 i No山 11

i放 牧繋牧 8反
5反

若干
15反

若干
5反

夏中 夏中 夏中

薪販費量(シキ)
木炭 5 7 25 8 10 6 30 
100俵

そ tコ 他
来年か

1採00草貫ら宝章林

放牧や繋牧が，家畜とくに耕馬の飼育労働力や飼料の節約に資することが極めて大で

あることは勿論であるが，とこでは土地の関係から放牧，繋牧を行いうる農家は限られて

おり， 11戸中 6戸であ.:ai.そのうち 4戸は馬を夏中戸外に放牧，繋牧して， .合飼すること

がほとんどないが，他の農家は夏も大部分舎飼している。冬季の放牧繋牧は不可能である。

、薪は自家用，販売用を含めて，自己の配当地内において開墾の過程から生ずるものよ

り採取するか，自家用薪として国有林より若干払下げられた立木からも採取する。その数

最ほ1年に 1戸 10石内外である。 まれに造材の末梢の払下げを受けて製薪している者も

ある{No.ll九 第 54表にかかげたものはそのうちの販売量である。第43表にあげた薪，

木炭販売代はこの表の数量を販売した金額である。美瑛市街まで運んで売る場合もあるが，

現場で売る場合もらる。薪の品質は一様でないが，価額は 1vキ2，∞0円内外である。

以上のほかの林野利用の仕方， たとえば採草(飼料用，堆肥用)などはほとんどない

し，個人の造林もほとんどない。住宅用の建築材は各戸とも有利な条件で払下げを受け，

その点ではかなりの恩J恵、をうけている。

上に述べた如しこの開拓地では現在林野の利用の程度はあまり強くない。しかしな

がら，開拓のはじめの頃に入地した者は場所によってはまだ立木がかなり残っていたので，

その残存立木や造材後の末梢等を大量に払下げをうけ，薪または木炭として売払い，相当

に莫大な現金収入を得ていたもののようである。たとえば昭和 22年入地の NO.lははじめ

に立木約 2，4∞石と末梢の払下げを受け，その後現在まで用材として約 300石(約 30万
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円)，薪として約 100νキ(約 15万円)，木炭をはじめの数年の間， 1年間約 1，500俵(約60

万円)販売してきたといっているにの製炭のために焼子を傭っていた)。 また No.2はや

はり立木約800石と末梢の払下げを受け，現在までに用材約 400石(約 40万円)， 薪は数

年の間 1年間に 20νキ(約3万円)，木炭は数年の間 1年間約200俵(約8万円)を販売し

てきたといっている。このような例はその後のλ植者にはほとんどなかったということで

ある。

この 2戸は営農の確立するまでは，現金収入をこのようにして確保し，立派な住宅をi

建てたり，営農の諸条件を整備したりすることができたわけである。そのために営農をお

ろそかにするという傾きがなかったわけではなく，また製炭業専門のような姿をもった時

期があったと考えられるのであるが，その頃の蓄積が現在まで影響していると考えられる

点がある，すなわち，両戸ともこの 1年聞の現金収支はかなりの赤字になりながら，いま

なお，相当の貯蓄を持っていると答えている。

また，すでにのべた如く，この調査農家には含まれていないが，現在，固有林より原

木の払下げを受けて製炭を行っている農家が 6-7戸ある。これは昭和 25年頃の入地者が

多く，大部分はその前からこの地方に来ていた製炭業者の焼子であったが，その後入地し

て開拓農家となったものであるということである。元来が製炭労働者ぜあるため，営農の

成績があまり良好でないといわれているが，その家計においては木炭販売収入の割合がか

なり高いだろ.うと考えられる。これらは薪炭組合に加入している。

v. 五稜開拓地の調査綿括

以上数項にわたり説述した五稜開拓地の調査結果はつぎの如く総括される。

(1) 五稜開拓地は美瑛町開拓地区ノレベ乙/ぺ内の北部に位置し，富良野線美瑛駅のほ

ぼ西方約 7kmの地点、より南北に不規則な長方形をなして位置し， 面積は約900町歩にし

て地区内は縦横に開拓道路及び農道が発達している。

(2 ) 本開拓地は元御料林に属していたが， 昭和 22年 5月の林政統ーにより国有林

に編入され，旭川営林局管内神楽営林署留辺葉経営区として経営されていたが終戦後の未

墾地買収により開拓地に供せられたものである。

(3) .本開拓地への入植は昭和 2.2年 4月樺太引揚者 13戸を主体とする 14戸をもっ

て始まり， 23， 24， 25年と逐年入植者を増し 28年は→応入植を中止して既入植者の開

拓経営に専ら意を注いだが 29年には大体当地開拓者及び附近農家の分家入植者 19戸を算

し，現在総戸数は 98である。しかして初入植以来 7年を経過せるもその聞に異動せるもの

僅かに 3戸に過ぎない。

(4 ) 本開拓地は全般を通じ丘陵波状地帯をなし海抜高は大体 150-200mで西方，
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南方の国有林地帯に接する地域は幾分高く 350m内外である。畑地は概ね正陵地全般に豆

り亦河沿いの幅狭き平坦地にも若干見られる。

(5) 本地域の土壌は砂質又は膿質壌土が主で上層に腐植質多く表土の深さ約25cm

あり，下層土も透通性良好で沢沿い地帯のやや過?荘地を除けば適混にて結合肢も軟かく，

地味概して中庸なるも場所によりてはやや大形の礁が見られる。

(6) 入植前の本開拓地の林相はトドマツ 1割余，広葉樹9割弱の針広混治休で，広

葉樹はナラ，方パ i/ナノキなどが主であった。現在随所に見られる針広葉樹の伐根より

推して元来は蓄積の豊富な厚生林をなしていた事がうかがわれるが，入植時の蓄積は林班

により差あるも大体町当り 250-300石程度であった。

(7 ) 本開拓地は川上盆地帯より徐々に丘陵地に移れる所に位置するが気象的には旭

川市とやや異なる扶態、を示す。

気温は旭川に比し年平均並びに夏季最高においてやや低いがこれに反し冬季は幾分高

い。すなわち，旭川の内陸的気候に対し当地はその傾向が強くない。総降水量は旭川に比

し幾分少法いが降水量に恵、まれ作物の生育には好適である.

早霜は普通9月下匂遅くて 10月初め， 晩霜は 5月中匂で作物の生育期間は比較的短

カミい。

(8) 交通は現在美瑛駅と本開拓地内開協事務所間約 12kmを国営パスが 1日3往

復していて地利はよい。生産物販売および生活物資購入の最寄り市場は美瑛市街である。

通信施設とし了ては美瑛郵便局員が阪和部落に駐在し郵便物集配の基地をなす。また本開拓

地の全員がラジオ共同聴取に加入していて町役場その他の官署よりの連絡など通信上大い

に役立つている.

(9) 保険衛生施設としては昭和 29年 10月に診療所が新設され保健婦 1名が常駐し

町立病院の医師が週に 1-2回廻診することになっている。 地区内の教育施設としては五

稜小学校があり職員は校長とも 3名で忘る。なお，地区外美固に小学，中学各 1校あり，

開拓者子弟中中学生はもとより，距離の関係上本小学校に通学するものもある。その他育

年の啓蒙指導の面では， 28年8月公布された青年学級振興法により冬季3箇月間 1日2時

間づっの講習がなされていて，教育はさかんである。

照明としてはほとんど石油ランプに依存しているが，電気施設についての具体的方策

について目下検討中である。

'飲料水は井戸水利用者も若干あるがほとんど流水を利用している。

、(10) 個人割当地の 1戸当り面積は昭和 28年度以前のものは平均面積 7.6町余 29度

!え植者は約 11町である。これは主として地形傾斜の如何によるところである。

(11) 本開拓地の現在戸数は 98戸総人口は 532名でらり， 1戸平均家族数は 5.4人で
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ある。入植者の異動は 22年度入植者2戸， 24年度 1戸入れ替りをみたるにすぎず定着挟

況は極めて佳良である。

(12) 入植前の職業を見ると農業が 91で圧倒的に多く，商業 2公務および工業各 1，

その他3となっている q また，出身地を見ると樺太引揚者 76戸でとれに満洲の 6戸を加

えると海外出身者 82戸となり，ついで道内 14戸で道外は数うるに足りない。

(13) 開拓者は入植の当初に自己資金を有するものは極めて稀で，多〈は政府資金主主

びに補助金により開拓営農に従事しその生活をも維持している。

(14) 政府資金はいわゆる開拓者資金融通法にもとずき貸出されるもので， 昭和 22

年より 29年 10月 (29年庚入植者はまだこれを利用するに至らない)までの融資総額は

1，081万で， 28年度までの開拓農家 1戸当り 13.7万円弱となる。

一方償還は純資金は 27年度より，農器具資金は 28年度より開始されたが，これが円

請なる支払ないし資金繰りは今後の開拓経営の維持進展に重大なる影響をもっ。

(15) 建設工事は防風林の国庫補助の外は全部国費にて支弁されている。開発道路は

既に延長予定量の 3/4， 農道は 2β を完了したが， 火薬抜根のみは現在までに 140町密実

施したのみで 30年度以降なお570町を残しているので速かにこれが実施をはかり馬耕能

率を上ぐるべきである。

(16) 美瑛町の農業経営形態は立地条件を異にする各地帯により異なり，水回又は畑

専営あるいは田畑兼営の穀寂農業更にまた畑専営の寝間経営等に分類されるが，本開拓地

は丘陵傾斜地帯にあり，土質海抜などの関係より有畜畑作農業を一応の目標として出発じ

ている。

(17) 開墾面積は予定可耕地面積約522町に対しほぼ 6.1割に当り 1戸当り 4.8町と

えEる。開墾は畜方機械力の導入の渉々しくなかったなどの関係で主として人力開墾によっ

た。

(18) 土地改良では排水客土はなく，ただ酸性土壌の矯正がある。家畜飼養による自

給肥料の生産量は厩肥 43，950貫，堆肥42，500貫，合計96，450貫となるカ入昌弘施設の不備の

ため質量ともに損失を生じているのは否めない。サイロ，堆肥場，尿溜などめ殺置が望ま

れる。

(19) 飼養大家畜では馬が最も多く仔畜を合せ 1戸当り 1頭に近いが牛は未だしの朕

態にある。豚は急激に増殖する可能性がある。

(20) 本開拓地の作物を作付面積の大なる順に見ると豆類 140町，麦類 102町，脊刈

飼料 70町，特用作物 27町，馬鈴薯 19町，競菜 16町その他となり，水稲は現段階慌おい

てはほとんど耕作されてないといってよい。

主要な販売作物としては各種豆類，燕麦，馬鈴薯およびピ{トなどの工芸作物があるら
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(21) 本開拓地は現段階ではほとんど農産物のみに依存している。しかし，目擦が有

畜畑作農業にあり，家畜頭数も増加の傾向が見られ加えて開拓者中前住地樺太にで酪農経

験を有するもの少なくなしこの実現に役立つものと思われる。

(22) 林業とのつながりは畜産とのつながりより一層薄弱でらる。備林地はほとんど

が河岸沿いや急斜地に位置し，土地保全上の使命をもっておりかつ内容的には極めて空疎

なものであるから，充分な技術的指導的な裏付をもって臨んでも将来の薪炭資材の給源を

ここにもとめることは容易でない。しかし，入植当時残存していた立木は業者に払下げに

なったとはいえ，その伐根を薪炭材として使用し，かっ労働機会を得て，これが生活のー

収入源となったことはいなめない。

(23) 開拓地内に五稜愛林組合が設けられ聞協組合員は全員加入している。国有林の

境界線防火線の刈払いに低賃銀(普通 400円なるも 250円)にて従事し， その代償として

自家消費薪炭材などの払下げをうけている。

(24) 五稜開拓農業協同組合が昭和23年9月に設立されこれが本開拓地の中心的存

在をなしている。本組合はノレペジベ地区一円を区域として作られた出資組合で下部組織と

して10農事実行組合がある。 現在組合員は 98人で皆五稜団地に居をかまえ，内 76人は

樺太引揚専業農家で精神的団結固く，堅実に運営されている。

(25) 本組合の事業は信用購買，販売利用，開拓地関係各種建設事業を含み入植初期

の諸困難を克服し，組合員の営農基礎確立のため大なる支柱となり，また，資金償還対策

についても償還畑の耕作貯金を敢行するなどよくその実績を上げ 27年度知事より表彰を

うけている。

以下は農家経済調査の分の総括である。

(26) 98戸の中から 11戸を調査農家として選び，各農家の経済調査を行った。 11戸

のうち 10戸が樺太引揚者で， 8戸が農業を前職としている。

(27)・配当地は平均81.6反で，そのうち 63.4反がこれまでに開墾され，昭和29年に

は57.9反が作付けられている。作付面積は 38-89.1反である。 附帯地としての林野は極

めて少なし平均8.6反となっている。

(28) 開墾は 4-5年の聞に大半が終り， その頃から作付面積の増加の勢力1にぷくな

る。

(29) 家族数は平均5.7人，自家農業従事者は 3.1人で， 自家農業従事日数は 1戸当

り546日， 1人当り 176日である。 林業賃労働従事者は 1戸当り平均0.6人， 26日，その

他の賃労働は 0.4人， 6日，薪採取従事日数は 12日である。

農業労働力雇傭は平均59人となるが 1，2の農家においてとくに大量の雇傭がある

だけで，一般的には少ない。
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反当りの農業労働力投下量は平均 10.4人である.

(30) 林業賃労働従事日数と薪採取従事日数とを合せた林業従事日数は平均 38日で，

自家農業従事日数546日に対し約 7%にすぎず，自家労力配分上，重要なヲエイトを持つ

ものではない。

(31) 馬は平均 1頭， 牛は 0.5頭が飼育されている。豚，緬羊，鶏の飼育が割合に普

及している。

(32) 農器具の所有蹴況は平均してプラオ1.2 台，ハロ~1.1台で， そのほかに平均

1をこえるものはない。動力脱殻機や撤粉機の共同所有が比較的普及している。

(33) 住宅は比較的ととのっているが，畜合，物置などは充分ではない。

(34) 肥料の施用量は少なくない。 たとえば過燐酸は反当り 4.3貫硫安1.3貫とな

っている。

(35) 作付面積の 41%は大豆，小豆，育エンドヲおよび菜豆などの豆類で， これが

主作物となっている。飼料作物も多く合せて 24%である。 新墾地に菜種を栽培するのが

一般的である。

(36) 作物の反収は，たとえば，小麦 2.4俵，馬鈴薯 27.7俵，大豆1.4俵，小豆1.6俵，

青エンドク 2.5俵，莱豆1.7俵，燕麦 5.2俵，菜種1.7俵である。とくに立類の作柄が悪い。

(37) 収穫のうち，馬鈴薯の 30%，大立の 65%，小豆の 100%，青エシドクの 80%，

莱豆の 100%，燕麦の 19%，菜種の 93%，ビートおよびアマの 100%が販売される η 豆媛

の販売量が平均 39.7俵に達し， 最も多い。 耕種現金収入の大部分は豆類の販売代金であ

る。収穫の商品イじ率を面積によって算出すると 53%となる。

(38) 家畜および畜産物の販売量は少ない。

(39) 農家現金収入の総額は平均 353，500円であるが，そのうち 262，600円， 74%が耕

種収入でゐる。家畜収入，農業雑収入など，その他の収入は少なく，いずれも数%づつを

しめるにすぎない。

(40) 林業賃収入は平均 15，300円， 4%，薪，木炭の販売代は 18，7'∞円， 6%で合せ r

て 10%ぐらいである。 林業収入の農家経済にしめるヲエイトは一部の農家を除いてはあ

まり高くない。

(41) 耕種，家畜および農業雑の各収入を合せた農業収入は平均 79%であるが， 入

地年度の最も新しい昭和 25年入地の 3戸はいずれも農業収入のしめる比率が他にくらべ

て幾分低くなっている。

(42) 農家現金支出は平均 318，100円で，そのうち 53%が生計費である.耕種支出が

これについで 23%をしめる。

施設費，家畜支出，租税その他はいずれも数%をしめるにすぎない。臨時費は平均
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8%であるが，個々の農家においてはかなりの高額となる。

(43) 耕種支出のうち最も多いのは肥料費で 35%である。農業労働力雇傭賃金が 22

%でこれについでいる。雇傭賃金は 2戸の農家においてと〈に多いのであって，一般的に

は全くないか，あっても極めて少ない。

(44) 家畜支出においては，家畜購入費 33%で最も多く，飼料費 24%で，これにつ

いでいる。

(45) 生計費においては，.食費 53%，衣料費 14%，教育娯楽費 13%で，この順にな

っている。

(46) 農家の現金収支を対照すると，平均で 35，400円の黒字となっている。 11戸中

4戸が赤字であるが，これは，臨時費，子弟の地方遊学費などに由来し， また，一方にお

いては耕種収入の過少にその原因をもっている。

(47) 農業のみの現金収支をみると平均 164，500円の黒字で，赤字農家は 1戸もない。

(48) 農業収入と総支出を対照してみると，平均 38，200円の赤字であるが， 11戸中，

5戸は黒字である。この 5戸は農業収入のみで総支出をまかなっていることになる。 この

意味での赤字農家のうち 2戸は林業その他の収入で，赤字を克服して全体としては黒字

農家となっているが，他の 4戸は林業その他の収入などによって，この赤字を補填し得な

し、。

(49) 貯蓄は平均 36，100円，負債は政府資金 112，600円，個人その他よりの負債が

10，∞0円である。貯蓄の最高は 20万円である。

(50) 林野の利用は放牧，繋牧が一部に行われるほかはあまり行われていない。これ

は利用すべき林野が存在しないということが原因の一つである。

(51) 薪は 11戸中 7戸，、木炭は 1戸がそれぞれ販売している。その量は 1，2の農家

を除けば，らまり多くない。自家用の薪は開拓の過程から生ずる粗雑な薪によって充足し

ている。

(52) 開拓後初期の入地者には，薪，木炭，用材などの販売によって多額の収入を得

た者がおり，彼等はそれによって生活を維持すると同時に，住宅を建て，営農の諸条件を

町整備したもようである。

(53) 開拓者の住宅建築用木材は建築用材として国有林より払下げを受けており，ま

た，毎年自家用薪材として 1戸当り 10石内外の立木の払下げを受けている。

農家経済調査を通じて，作付面積の大きい農家ほど，現金経済の規模が大きくなると

いう傾向が見出されるほかは，作付面積の大小や，入地年度の新旧による農家経済の差異

はほとんで見出きれないようである。すなわち，作付面積や入地年度のちがいによる諸傾

向の差はほとんどないといってよい。入地年度が最も新らしい昭和 25年のものでも， す
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でに 5年を経過ーしているので， この 1年聞の経済については昭和 22，23， 24年の者との

聞に，とくに目宣った差異は見出されないようである。

結言

本開拓地は豆類を中心とする雑穀を主作物とし，農業経営が行われている。しかして，

農家の現金収支をみると，個々の農家によってかなりの斧はあるが，全般的にいえば，収

入は支出をつぐなっているといいうる。

冷害の気味であったといわれる昭和 29年においても， 耕種収入が総収入の大部分を

しめており，それが農家経済を比較的安定した形におく直接の原因となっているようであ

る。将来は雑穀類の生産のほかに酪農を加味することが企てられ，牛の導入がはじめられ

ている。

家畜，農器具等の蓄積も進みつつある。

この開拓地の農家経営における農林提携の仕方，いいかえれば，林業ないし林野が農

家の土活や営農に対して果している役割についてみると以下の如くである。

まず，自家労働力の配分関係からみると，個々の農家によって異なるが林業賃労働と

薪，木炭採取などの林産1&得のための労働日数は両方合ぜて自家農業労働従事日数の 7%

にすぎない。白家労力配分上からいえば，林業賃労働と林産牧得のための労働カはあまり

重要なヲェイトを持たない。

・つぎに，現金収入の面についてみると，上記の賃労働l投入と林産1&得による牧入の合

計は総j投入に対して約 10% である。~書官の農家にはこれらの林業1&入が 33切に達するも

のもあるが，全般的にいえば，林業i投入の家計において果す役割はあまり大きくない。し

かし，農業i投入によって総支出をまかないきれない農家の中には，林業i投入などによって

赤字を補い，全体として黒字農家となっているものもおる。

林野の利用扶況についてみると，放牧や繋牧が一部の農家において行われてし、るが，

その利用の程度はとくに強いとL、うほどではない。その他の利用はほとんど行われていな

い。これは利用する必要がないというわけではなく，利用すべき林野が少ないためである。

放牧できる所では放牧をし，採草できる土地を有する農家では採草をしているという事実

からもこのことがうかがわれる。配当地の面積が比較的少なく， しかも配当地内の林野が

少ない現肢ではこれ以上の利用は容易でないようである。

住宅建設用の木材と年々の薪材に対しては国有林からの払下げがあり， この点、ではか

なりの恩恵、を受けているようである。

以上要するに， この開拓地では，労力配分上からも，現金i投入上からも，林野利用の

面からも，農林提携はあまり密接ではないということになろう。しかし，一部の農家では
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林業賃労働や林産l次得が農家経済に対してかなり強い寄与をしており，全体としてみても，

なんらかの役割を果していることは事実と認めてよいようである。

しかして，両者のこのような比較的浅いつながりは，林業労働の機会が少ないことや，

利用すべき林野の少ないことに原因していると考えてよいだろう。初期に入地した農家の

一部では薪や木炭販売によって，生活を維持しながら，営農条件を整備してきた例がある。

この例によってみても，もっと林業労働機会があり，利用すべき林野があったならば，農

林の提携はもっと強い形であらわれ，林業が開拓農家の営農確立に寄与する面が積極的に

でてきたのではないかと考えられる。

上に述べてきたように， この開拓地においては，現在は農林提携の程度はあまり強く

はない。しかし，将来，酪農も加味しながら，営農を安定した形にするためには，農業自

身の諸条件を整備するとともに，林野利用や林産i吹得を農家経営の内部に有機的にとり入

れてゆく必要があるのではないだろうか。そのためには，現在の配当地をより合理的集約

的に利用すると同時に，経営面積の拡大も必要となろう。

Summary' 

In 1954， an investigation was made on the actual status of the intimate connec-
tion of agriculture and forestry in the farm management on a newly developed 
area “the Goryo-Kaitakuchi" in Hokkaido， as a continuation of the investigation of 
“自eIyasaka-Kaitakuchi" in 1953. 

The results of the investigation of“the Iyasaka-Kaitakuchi" were reported in 
the Research Bulletins of the College Experiment Forests， Hokkaido University， Vol. 
17， No. 1 last year. 

An out1ine of the findings on “the Goryo-Kaitakuchi" is summarized as follows. 
1) Working days for the purpose of forest labour and obtaining forest products 

have no important weight in the distribution of fami1y labour power in a year. 
2) Most cash incomes of farming fami1ies depend on the sale of various kinds 

of bean. The total wage incomes from forest labour and incomes from the sale of 
forest products are equivalent to 10% of whole cash incomes. 

3) The uti1ization of forest lands for grazing and grass-gathering is compara-
tively smal1. 

At present， forest and forestry do not have any important function in the farm 
management， because the farmers of this district have only a small area of forest 
lands from which to obtain forest products and they have few opportunities to per司

form forest Iabour. 
In conc1usion， the connection of agriculture and forestry is found to be not al-

ways intimate. However， some farmers receive great benefit from forest and fore-
はry，especially in the primary stage of development， the utilization of various sorts 
of forest products have often contributed to establish the basis of farm management. 

To carry out farm management safely， it is the writer、opinionthat those 
farmers must adopt forestry with dairy farming in future. 


